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序章　審しん判ぱん













　　　　１




　闇やみの中に彼はいた。

　周囲には漆しつ黒こくのなにかの存在を感じる。なにか。存在したなにか。

　ねっとりとした感かん触しよくが全身を走る。

　そのなにかが彼の身体からだすべてを一気に覆おおった瞬しゆん間かんだった。

（やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！）

　叫ぼうとしたが声が出ない。

　真っ黒ななにかは彼の穴という穴から内部に侵しん入にゆうしてくる。

　目、鼻、口、耳、肛こう門もん。さらには全身の毛け穴あなという毛穴から。

（ぐがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！）

　悲ひ鳴めいが脳の中に響ひびきわたる。

　いやでいやでどうにもたまらない感覚。生きたまま身体を溶とかされている……そんな感覚。無数の小さな虫が身体の内部をはい回っている感覚。

　凄すさまじいまでの嫌けん悪お感かん。

　逃げ出したいがどうしても逃げることができない。

　とりついたその黒いものは、すでに彼の身体に同どう化かしていた。

　──こんないやな目に遭あうなら死んだほうがましだ。

　そう思った瞬間、突とつ如じよ黒いものの蠢うごめきが止まる。

　黒いものはせせら笑っていた。

　なにかが彼の意識に伝わる。

（うそだ！）

　彼は声が出ないにもかかわらず叫さけんでいた。

　叫ばずにはいられなかった。

　黒いものは、




〈おまえはもう死んでいるんだよ〉




　と言った。

　うそだ、と何度も彼は心の中で叫ぶ。

　しかしそうすればするほど黒いものの笑いが強くなった。

〈自分が死んだことを知らないことほど惨みじめなことはない。自分が死んだことを知らない人間は、なぜ死んだかも忘れている。生きていたときのこともすべて忘れ、ただ屈くつ辱じよくと苦く痛つうの中でのたうち回るしかない〉




　黒いものは冷たくそう言うと、ふたたび動き出す。

　と同時に、黒いものの言うとおり、屈辱と苦痛が彼の全身に広がった。

（やめろっ！　やめてくれっ！）

　プライドもなにもなく彼は懇こん願がんした。

　身体をどろどろに溶とかされながら、彼は必死になって叫さけび続けた。

　が、黒いものの動きは止まらない。むしろどんどん速くなっていく。

（だれだ!?　おまえはだれなんだ!?）




〈罰ばつだよ〉




　黒いものがあっけらかんと言った。

　──罪つみを犯おかしたから罰を受けるのは当とう然ぜんのこと。

（オレがなんの罪を犯したって言うんだ!?）

　そう言ったとき、彼は今までにないくらいゾッとした気分を味わった。

　黒いものが非ひ難なんの視し線せんを彼に送っていた。外から、そして彼の内部から。




〈おまえ、殺したじゃないか、恋こい人びとを〉




　彼の身体は粉こな微み塵じんに飛び散る。

　彼は理解した。それが本当だということを。

（殺した……オレは恋人を……）

　相手がだれなのかはわからない。

　けれど、なにかが自分から足りなくなっているという空くう虚きよな思いが。さらには心の飢き餓が感かんが彼を襲おそった。

（オレは恋人を殺した……）

　黒いものはいなくなっていた。

　苦痛も、なにもかもが消えている。

　真っ黒な空間を彼は漂ただよっていた。

　彼の身体は素そ粒りゆう子しの単位まで分ぶん解かいされ、その空間に吸い込まれようとしている。

　すべては終わり──そんな思いが浮うかぶ。

　だが、そのときだった。

　突とつ如じよ彼の意識の真ん前に光が現れたのは。

（だれ……？）

　その光はだれか、彼の知っている者だった。

　光は温ぬくもりを彼に与あたえる。

（だれ……？）

　絶対に忘れてはいけない人だった。

　それなのに彼は思い出すことができない。

（だれ……？）

　彼の問いかけに光は答えなかった。

　光に照てらされ、彼の身体を作っていた素粒子はふたたび集まっていく。

　闇やみの中に彼はいた。

　今度は姿すがたを持って。




〈もう行くね〉




　光が言った。

　寂さびしげな声だった。




〈あなたは来なくてもいい。あなたはまだそこにいて〉




　けれど彼は瞬しゆん時じに首を振ふっていた。

（いやだ！）




〈だめ。あなたは来ちゃだめ。あなたはまだまだやらなければならないことがある〉




（オレはできない。おまえがいなければなにもできない。だからおまえと一いつ緒しよに行く。一緒に行かせてくれ）

　光は拒きよ絶ぜつする。

　有う無むを言わさぬ強きよう烈れつな拒絶。

　そしてゆっくりと光は彼から離はなれていく。

（待ってくれ！）

　光は応こたえない。

　どんどん離れていく。

　消える直前に光は最後の言葉を残した。




〈今日からそれが私。仲良く一緒に……〉




　彼は自分の手を見た。

　そこには大きなブリキの缶かんがあった。

　違ちがう、と彼がつぶやくと、彼は浮ふ遊ゆう力りよくを失い、あっという間に奈な落らくに落ちた──




　　　　２




「気がついたか」

　ぼやけた視し界かいの中で男が声をかけてくる。

（だれ…だ……？）

　だんだんと目の焦しよう点てんが合ってくる。

　若い男の顔が目の前にあった。

　そう、彼は──

「家いえ安やす……」

「ファウスト……よかった……」

　家安は泣きそうな顔をしていた。

　哀かなしみが顔にこびりついている。よかった、と言いながら、喜びはほんの少ししか感じられない。

　とんでもないことをしてしまった──そんな己おのれに対する恐きよう怖ふ感かんさえ感じられる。

（とんでもないこと……？）

　──それは自分も同じ。

　次の瞬間、ファウストは悟さとった。

　自分がなにをしたか。

　そしてその結果なにが起こったか。

　さらに自分がここにいるという理由。

「ああっ！」

　叫さけび声とともに激はげしい頭ず痛つうが彼を襲おそう。

「だめ……まだ動いちゃ」

　別の声が響ひびく。

　女の声。

　ファウストはそちらを向いた。

「…………！」

　彼女が立っていた。

　硬かたい表情をして。

「…………」

　しかし彼は気づいていた。

　それが本当の彼女ではないことに。

「ああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　痛みにもかかわらず彼は絶ぜつ叫きようした。

　そうすることしか彼にできることはなかった。
















第一章　メソポタミア号













　　　　１




　砂さ漠ばくのど真ん中にそれはあるという。

　そして、小お樽たるが今立っている場所こそが、そこであるはずだった。

　まわりはすべて、砂すな、砂、砂。

「…………」

　灼しやく熱ねつの太陽が小樽の肌はだを焼やく。風に乗った大おお粒つぶの砂が小樽の視し界かいを奪うばう。

　だが、その程てい度どのことがなんだというのか。

　小樽は来たのだ。ここまで。

　本ほん物もののメソポタミア号のある場所まで。

「小樽……」

　声に振ふり向むくと、ライムをはじめとするセイバーマリオネットたちが心しん配ぱいそうに小樽を見つめていた。

　その原げん因いんは小樽の表ひよう情じようにある。

　小樽は笑わらっていない。メソポタミア号にたどり着けたことを喜よろこんでいない。チェリーとルクスのセンサーは確かく実じつに砂に埋うもれたメソポタミア号を捉とらえているというのに。
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「どうしたんですか、小樽様？　ようやくメソポタミア号にたどり着かれたというのに」

「そうだぜ、小樽！　あとはチャッチャッと女性を復ふつ活かつさせて、はい、おしまい！」

「…………」

　チェリーの言葉にも、ブラッドベリーの言葉にも、小樽はなんら応こたえることができなかった。

　ただ黙だまって彼女たちを見つめることしか。

　その顔の、なんと重おも苦くるしく、せつなく、哀かなしみにあふれていたことだろうか。

「あ……」

　だれもなにも言えなくなっていた。花はな形がたにしても。

　いったい小樽はどうしてしまったというのか。達たつ成せい感かんというものをいっさい忘わすれ、すべてに対して臆おく病びようで後うしろ向きな男に変へん貌ぼうしてしまったのか。

　いや、そうではない。

　小樽には漠ばくたる予よ感かんがあったのだ。今から与あたえられる試し練れんについての。それはおそらく、とてつもなく深い哀しみと苦しみの世界に自分とセイバーマリオネットたちを突つき落おとすことになる──そんな予感が。

　予感……いや、それは確かく信しんなのかもしれない。

　自分だけならばいい。だが、間ま違ちがいなくセイバーマリオネットたちも巻まき込まれる。

　皆の力で乗り切ろう──そういった前向きな対たい応おうが許ゆるされるなら、小樽はこんな顔をしていない。

　女性復活という大いなる目的はある。それはこのテラツーの人じん類るいのためになんとしても成なし遂とげなければならない。その期き待たいはすべて小樽にかかっている──

　だが、そういった大たい願がんの前に、個こ人じん的てきな幸しあわせは求めてはいけないのか!?　小樽は選せん択たくする権けん利りすら有していないというのか。

　他人からすればちっぽけな幸せかもしれない。とるに足たらない幸せなのかもしれない。だが、当人たちにとって、それはキラキラと輝かがやいていた珠しゆ玉ぎよくの日ひ々びだった。

　それを捨すてなければならないかもしれない──

「小樽……」

　気がつくと目の前にライムの顔があった。

　心配そうに小樽を見つめている。

　ライムだけではない。その後ろには花形も含ふくめて六つの顔が。すべてはライムと同じ表情だ。

「みんな……すまねえ」

　小樽は頭を下げた。心配かけて心しん底そこ悪いと思っていたし、心配してくれる全員の気持ちを心底ありがたいと思っていた。

「小樽……」

「マスター……」

「小樽様……」

　──皆にこれ以上心配はかけたくない。

　前の小樽ならばそう思って、すべてを呑のみ込んで行動を起こしただろう。だが、今の小樽は違った。

「みんな、聞いてくれ」

　小樽は真しん摯しな表情で言った。

「今からオレはオリジナル・ローレライに会ってくる。そこでいったいどうやったら女性復活ができるのか、聞くつもりだ」

「じゃあ、あたしたちも一いつ緒しよに！」

「いや、ここはオレ一人で行かせてくれ」

「えっ!?」

　セイバーマリオネットたち全員が意い外がいそうな顔をする。

「マスター、それは危き険けんです！」

「そうですわ！　なにがあるかわかりません！　私たちも行きます！」

「小樽、ここまで来てなに言ってんだよ！　ついて行くったら、絶ぜつ対たいについて行くからな」

「だめだ！　オレ一人で行かせてくれ！」

　小樽は前よりも強い調ちよう子しで言った。

「小樽……」

　全員の表情が曇くもる。

「心配は無む用ようだ。オリジナル・ローレライは乙おと女め回かい路ろを作った本人……言ってみればおまえさんたちの親みてえなもんだ。オレに危き害がいを加えようと思ったら、もうとっくにしているはずだぜ」

「でも……」

「オレにはなんとなく、オリジナル・ローレライがオレに一人で来いと言っているような気がするんだ」

「だめだ……それでも小樽一人じゃあ……」

　ブラッドベリーが身を乗り出してそう言いかけたときだった。




　ガクン……




　いきなりブラッドベリーの動きが止まる。

「あ……」

「えっ……!?」

　続いて、残りの五人のマリオネットたちもそのときのポーズのまま固かたまって動かなくなった。

「ど、ど、ど、どうなってんの？」

　花形が焦あせったように叫さけぶ。

　小樽のほうは意外に冷れい静せいだった。

「やっぱりな……」

「な、なに？」

「ローレライの意い思しだよ」

「いいっ!?」

「ローレライはやっぱりオレに一人で来いと言ってるんだ」

「お、小樽クン！」

「！」




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……




「うわっ！」

「きゃぃ～ん！」

　突とつ然ぜん、小樽のまわりで砂が高たか々だかと舞まった。地中から凄すさまじい勢いきおいで砂が噴ふき上がっているのだ。

「ん……!?」

「小樽クン、あれ！」

　噴き上がった砂の中に、透とう明めいなカプセルがせり上がってくる。

「こいつに乗れってことだな……。花形、あとは頼たのんだぞ！」

「ち、ちょっと、小樽クン！」

　開いたカプセルに小樽は飛び乗った。

　それは小樽を呑のみ込むと、あっという間に口を閉とじ、砂の中に消えた。

「小樽クゥゥゥン！」

　愕がく然ぜんと花形が叫さけんだとき、その声に呼こ応おうするように背はい後ごからも声が響ひびく。

「あれ、小樽は!?」

「マスター！」

「小樽！」

　ようやく動けるようになったセイバーマリオネットたちは小樽がいないことにすぐに気づいたらしい。

「小樽はどうしたんだ!?　ええっ！」

　パンターが花形の襟えり首くびをつかみ、怒ど鳴なる。

「グシュッ……小樽クンは一人で地下に行っちゃったよぉぉぉ……」

　涙なみだ声ごえの花形の言葉に、その場にいた全員の顔が凍こおりついた。




　　　　２




　小樽を乗せたカプセルは地中深く潜もぐっていく。

　無む論ろん、周しゆう囲いは真まっ暗くらで、小樽は自分の手の位い置ちを確かく認にんすることすら困こん難なんなほどだった。
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　しかし、その時間は長くはない。

「うわっ！」

　いきなりまぶしい光が小樽の目に飛び込んできた。

「えっ……？」

　その光はすべて人じん工こう的てきなものだ。

　巨きよ大だいなメカの塊かたまり。

　小樽は今、そこに入り込んだのだ。

「こいつは……すげえ……」

　重じゆう厚こうな機き械かい群ぐんの間を移い動どうしながら、小樽はその迫はく力りよくにただただ圧あつ倒とうされていた。

　やがて機械の間にひときわ大きな空間を目にする。

「ん!?」

　小樽を乗せたカプセルはその空間の中ちゆう央おう部ぶへと向かっていく。

　中央部には低い塔とうがあり、カプセルは塔の上に来て、小樽を降ろした。

　塔の上と言ってもやはり相当な広さだ。円形のその周囲には操作盤コンソールが立ち並ならんでいる。

「ここは……？　えっ!?」

　小樽の目の前の床ゆかがいきなりぼうっと光り出した。

「あ……！」

　床からゆっくりと人間の姿すがたが浮うかび上がってくる。

　──女性。

　それは、小樽もよく知っている人間だった。いや、目の前にいる人物が人間かどうかはわからないが。

　ローレライ。

　マリオネットの母──マリオネットを開かい発はつした科学者にして、この星に星せい間かん移い民みん船せんメソポタミア号が不ふ時じ着ちやくしたとき、ただ一人生き残った女性。

　考えてみれば、小樽がローレライという女性について知っているのはこれだけだ。他は彼女が各都市に設せつ置ちした「ローレライ・システム」という名のもとの『ローレライ』というコンピュータのことだけ。

　だが、彼女たちは厳げん密みつにいえばローレライではない。

　今、小樽の目の前に立っている女性こそ、オリジナルのローレライ……のはずであった。

「…………」

　小樽はローレライをじっと見つめていた。

　あのジャポネス歴れき史し資し料りよう館かんに飾かざられていた肖しよう像ぞう画がと寸すん分ぶん変わらない。

「……！」

　──違ちがう。

　ただ一つだけ違う。

　小樽は気づいた。あの肖像画とたった一つ、そしてとてつもなく大きな違いがあることに。

　肖像画のローレライは笑えみを浮うかべ、なんとも言えぬ温あたたかさを備そなえていた。

　だが、今目の前にいるローレライの瞳ひとみにあるのは……冷つめたさ。

　小樽はしばしローレライを見つめたまま、なにも言うことができなかった。

　言葉は向こうから来た。

「間ま宮みや小樽……ですね」

　ローレライの声が響ひびく。

　涼すずやかな、かわいらしい声。けれど、やはりどこか冷たさが感じられた。冷れい静せいさというよりも、人を信じていない冷たさが。

　小樽は呆ぼう然ぜんとうなずく。

「あ、あんたがオリジナルのドクター・ローレライか」

「オリジナル……私のコピーたちは私のことをそう呼よんでいるのですね。それならばその通りです。オリジナルのドクター・ローレライ。この星にたどり着いたただ一人の女です」

　小樽は真しん剣けんな目でローレライを見つめた。

　目の前の少女こそが、この星の最さい高こう権けん力りよく者しやであり、この世界において神にも等ひとしい力を持つ。

　そんな彼女はいったいなにを考えて今こん日にちまで過ごしてきたのか。

　この星のことを……この星に暮くらす男たちのことをどう思っているのか。

　唯ゆい一いつとはいえ女性が生き残っていたのに、なぜ彼女はクローンを作らなかったのか。そうすればこの星の女性復ふつ活かつ問題、ひいては現げん在ざいの不ふ自し然ぜんな社会はあり得えなかったはずなのに。

　なぜマリオネットを作ったのか。

　なぜ乙おと女め回かい路ろを作ったのか。

　そして、なぜライムたちを作ったのか。

「…………」

　聞きたいことは山ほどあった。

　しかし、彼女の瞳を見つめ続けていた小樽から出た言葉は、意い外がいなものだった。

「ローレライ……あんた、男を……男性というものをどう思ってんだい？」

　不ぶ躾しつけな質しつ問もんといえば、これほど不躾な問といかけもないかもしれない。だが、そこには大きな意味があった。

　小樽の口からどうしてそんな言葉が飛び出したのか。

　それはじっと向けられていた視し線せんにあった。その冷たき視線は自分に……もっと言えば小樽という個人ではなく、男という性に対して浴あびせられているのではないか。

　冷たき瞳を見ているうちに、そんな疑ぎ問もんが小樽の心の中で急きゆう速そくに広がっていった。

　そして、その疑問は実にあっさりと解決された。

「私は男性が嫌きらいです」

「…………」

　小樽は表情を硬かたくして、なにも言わなかった。いや、言えなかった。ローレライは言葉を続ける。

「私と会って、そのことがわかった人間はあなたで三人目」

「えっ!?」

「残りの二人のうち、一人は家いえ安やす。そして、もう一人は……ファウストです」

「……！」

「小樽、あなたはいろいろと私に聞きたいことがあるでしょう」

「あ、ああ」

「それでしたら、まず私の質問に答えてくれませんか」

「……わかった」

「小樽、あなたは……女性が……女が好きですか？」

「えっ!?」

　まるで先ほどの問いかけに対する返へん礼れいのようにそんな言葉がローレライから飛び出した。

　極きわめて自し然ぜんに。

「…………」

　小樽はじっとローレライを見つめる。

　ローレライの瞳ひとみにはあいかわらず冷たき炎ほのおが宿やどっていた。
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「小樽ぅ……」

　砂すなの上にライムは座すわり込んでいた。

　他の五人は座ってはいないが、思い思いに地面を見み下おろしている。

「小樽クン……無ぶ事じかなぁ……小樽クン……ああ……小樽クン……」

　少し離はなれたところで、花形がせわしなく行ったり来たりうろついている。

　皆、不安であった。

　──小樽は無事か。

　セイバーマリオネットにとってみれば、不ふ安あんのタネはそれだけではない。

「ボク……小樽のことがこんなに好きなのに……小樽はボクのこと……ううん、ボクたちのこと、どう思っているのかな？」

　口くち火びを切ったのはライムだ。

　全員がハッとなってライムを見る。

　チェリーが必ひつ死しになって叫さけんだ。

「マスターはあたしたちのこと好きでいてくれるに決まってるじゃないの！　そうよ、決まっているのよ！」

　その口く調ちようはライムにというよりは、自分に言い聞かせているようでもあった。

「でも……シーさんのときもそう思ったんだ。小樽はボクたちよりも生なま身みの女の子のほうがいいんじゃないの？」

「えっ!?」

「それは……」

　ブラッドベリーも口ごもる。

　ニューテキサスでシーにあったときからずっとある不安。それをだれよりも素す直なおにライムが口にしたのだ。

　シーは結けつ局きよく自みずから身を引いてくれた。

　けれど、もし、女性が復ふつ活かつした後で同じことが起こったら。小樽が自分たちと生身の女性を比くらべるようなことが起こったら。

「…………」

「小樽……」

　全員、自分たちを選えらんでくれるとはっきり言えなかった。

　本ほん物ものの女性がいなかった今までならそれは心しん配ぱいしすぎという言葉で片づけることができた問題だったろう。

　しかし、それは今や現げん実じつの問題になろうとしている。そして、セイバーマリオネットたちはまだ見ぬ本物の女性に対し、明らかに自信をもてないでいた。

　シーという限かぎりなく本物の女性に近い存在を見たとき思ったこと──自分たちマリオネットは、所しよ詮せん女性の代だい替たい品ひんに過ぎない。それは乙おと女め回かい路ろが付いていようとも。

「そんなことないよ、小樽は……！」

　なにかを叫ぼうとしたブラッドベリーも言葉を途と中ちゆうでやめてしまう。戸と惑まどいがブラッドベリーの顔に浮うかび上がっている。絶ぜつ対たい的てきな自信がもてないでいるのだ。

「みんな、落ち着いて。そうよ、落ち着かなきゃだめ」

　なかば自分に言い聞かせながらティーゲルが声を出した。このとき、おそらく一いち番ばん冷れい静せいだったのはティーゲルであったろう。

「ここまで来て、みんなが不安になるのもわかる。あたしだって不安よ。けど、忘れちゃいけないこともあるわ」

「えっ？」

　全員がブラッドベリーを注視する。

「その問題はあたしたちだけで解かい決けつしちゃいけない問題だってこと。小樽をまじえて解決しなければならない問題だってことよ」

「…………」

「そのときあたしたちが自信をなくしてたら、小樽が困こまると思うわ。あたしたちは機械の身体からだだけど人間の心を持っている。そのことをちゃんと誇ほこりに思わなきゃ」

「…………」

「人間の女と比くらべて、どこがどう違うのか？　劣おとっている部分はどこか？　そして、優すぐれている部分はどこか？　冷静にちゃんと考えておかなければ……」

「人間の女より劣っている点……」

「人間の女より優れている点……」

　ライムとチェリーは顔を見み合あわせていた。

　このメソポタミア号に向けての旅が始まる前、二人は同じようなことで悩なやんだことがあった。

　──マリオネットと人間の違い。

　そして、それを乗のり越こえるにはどうしたらいいか。

　あのときは結けつ論ろんが出なかった。

　代わりに思い出したのは、ローレライの言葉──




『いつか人間になれる日がくる』




「ボクたちが人間になればいいのかな？」

　あのときと同じくライムがその思いを口に出した。

　全員がふたたびライムをハッとした表情で見る。

「…………」

　やはりあのときと同じく、その問いかけに対する答えはなかった。
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　砂さ漠ばくというものはゲルマニア機き甲こう師し団だんにとってこの大陸に来て以来の最大の敵てきだったかもしれない。

　数千台の戦せん車しやも、ゲルマニアが誇ほこる無む敵てきの〝赤毛〟たちも、砂という曲くせ者ものの前に次々と動きを止めていた。

「戦車隊たい、赤毛ともに稼か働どう率りつ一〇パーセントを切りました」

　参さん謀ぼう長ちようからの報ほう告こくをファウストは忌いま々いましそうに聞いていた。

「…………」

　元もと々もと今回の遠えん征せいはニューテキサスに対してであり、そこからさらに内陸部の砂漠への侵しん攻こうは予定外の出来事だ。乙おと女め回かい路ろを持ったセイバーマリオネットのような超ちよう高こう級きゆう機きとは違い、いっさい準じゆん備びのなかった部隊がこういう事じ態たいに陥おちいるのは当然と言えた。

「…………」

　険けわしい表情はあいかわらずだったが、ファウストは怒いかりを露あらわにするようなことはしなかった。

（こんなところで立ち止まりはせぬ）

　彼の鉄の意い志しはすでに前進を決めている。そして、どうやれば前進できるのかも。

「ヘス君」

　ファウストがその名を呼よんだ。

　奥に立っていたヘスが、シニカルな笑えみを口くち許もとに浮うかべたまま、ファウストに近づく。

「閣かつ下か、クリーガァⅢケーニツヒ・クリーガアの準備はできております」

　ヘスの言葉に参さん謀ぼうたちが驚おどろきの表情をとった。

「ケーニッヒ・クリーガァ!?　いったい、それは……？」

　そのとき、参謀たちの言葉をさえぎって、ファウストが立ち上がった。

「全軍、ここで待たい機き！　私はクリーガァⅢとともに、メソポタミア号に潜せん入にゆうする！」

　どよめきが起こる。が、無む論ろん、偉い大だいなる総そう統とうの決定に異いを唱となえる者はいない。いや、異を唱えることなどできないのだ。

「閣下、私もお供ともさせていただきます」

　ヘスが言った。

「好きにするがいい」

　それだけ言い残し、ファウストがその場を立ち去さろうとしたときだ。

「閣下……セクサドールズはいかがなさいますか？」

　ファウストは立ち止まり、もう一度ヘスのほうを見た。

「…………」

　言葉はない。

　だが、その瞬しゆん間かん、わずかに口許がほころんでいるのをヘスは見逃さなかった。
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「ああ……好きだ！」

　しばし沈ちん黙もくの後、小樽は叫さけんだ。

　ローレライはじっと小樽を見つめている。

「ただ、オレは生なま身みの女を知らない。オレにとっての女は、今、オレのそばにいる女たち！　ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター……彼女たちのことだ！」

「構かまいませんよ、その答えで。では、さらに聞きます。好き……とはどういうことですか？」

「えっ!?」

「あなたは彼女たちのことが好きだと言いました。では、その好きとはいったいどういうことですか？」

「どういうことって……それは……つまり……」

　好きとはどういうことか!?　そんなこと、考えたこともない──

「好きっていうのは……」

　小樽はライムたちのことを頭に浮うかべていた。

　ライムたちといて思うこと──

　一いつ緒しよにいると安心する。

　一緒にいるとドキドキする。

　新しん鮮せんな気持ち。

　慣なれ親したしんだ気持ち。

　抱だきしめたくなる。

　温ぬくもりを感じていたい。

　……エトセトラ。

　言葉はいくらでも出てくる。いくらでも思いつく。

　しかし、果はたしてそれを言い続ければいいのか。ローレライの求める答えはそれなのか。

　そもそも、なぜローレライはそんなことを自分に聞くのか？

　単たんなる好こう奇き心しんとはとても思えない。

　あの冷つめたき視し線せんはそうは言っていない。

　ローレライは小樽を通してなにかを見み極きわめようとしている。

　──いったいそれは!?

「だから、好きっていうのは、なんつうか、身体からだが熱あつくなって……」

「いいわ、小樽」

　いきなりローレライは小樽の言葉を止めた。

　表情は変わらない。

「えっ？」

「ごめんなさい。あなたには別の言い方が必ひつ要ようだったわね」

「はっ？」

「小樽……ライムたちを抱きたい？」

「いっ……？」

　小樽は思わず絶ぜつ句くした。

　ローレライの瞳ひとみの冷たき炎ほのおはますます強くなっていた。
















第二章　哀あい・乙おと女め
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「どうなの、小お樽たる？」

　冷つめたき光。

　彼女の瞳ひとみの奥おくにあるその光は小樽を覆おおい尽つくそうとしている。

　拒きよ否ひすることはできない。拒否したらだめなのだ。

　小樽はグッと唇くちびるを噛かみしめ、ローレライの瞳を凝ぎよう視ししていた。

「ローレライ……あんたはいったい……」

　──なぜそんなことを聞く!?

　言葉は最後まで続かなかった。問い返してはいけない気がしたのだ。それもローレライの瞳の魔ま力りよくか。




『ライムたちを抱だきたい？』




　ローレライの言葉の意味を知ったとき、驚おどろきがあり、恥はじらいがあり、怒いかりがあった。
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　それは比ひ喩ゆ的てき表ひよう現げんでもなんでもない。そのものずばり。ライムたちをそういった対たい象しようとして見ているかどうか。

　硬かたい表情で小樽は言った。

「オレはライムたちをそういうふうに思っているわけじゃねえ」

「そう？」

　間かん髪はつ入れずローレライは答えた。小樽の答えを聞き流しているかのように。

「そうだ！」

　少しムッとした表情で小樽は叫さけぶ。

　対たい照しよう的てきにローレライの表情はまるで変わらない。

「じゃあ、あなたはライムたちを愛していないのね」

「なんでそういう話になるんだ!?」

「愛していないから抱きたいと思わないんでしょ」

「そうじゃねえ！　そうじゃねえよ！」

　小樽は大きくかぶりを振ふった。違ちがう。なにか違う。こんな問もん答どうをするためにオレはここまで来たんじゃねえ──

　小樽はそう叫びたかった。

　しかし会話はローレライのペースで進む。

「では、あなたにとって愛の表現っていったいなに？」

「えっ？」

「人のことが好きになって……それで終わり？　それで満まん足ぞくなの？」

「…………」

「どうなの？」

「ちょっと待ってくれ！」

　小樽は困こん惑わくしていた。

　無む論ろん、ローレライの質しつ問もんの意味があまりにも唐とう突とつで生なま々なましいということもある。

　が、それ以上に、なぜローレライが自分にそのような質問をぶつけてくるのか。しかも、あのように冷たい視線で。

　ふと、小樽は思い出した。ここに来て初めて言った質問を。そして、それに対するローレライの答えを。




『私は男が嫌きらいです』




　ローレライの冷たき視線の意味は、小樽という「男」に向けられていた。そして、なぜかは知らないが、男性というものに不ふ信しん感かんを抱いだいているローレライの最初の質問は、ライムたちを抱きたいかということ。

　裏うらに隠かくされたローレライの思おも惑わく。それはいったい──

「…………」

　わからないときははっきりと聞く。小樽は決意していた。ことここに至いたって、遠えん慮りよなんかしている場合ではないのだ。

　小樽はローレライの瞳の呪じゆ縛ばくをようやく跳はね返した。

「ローレライ、あんたはなぜそんな質問をするんだ？　オレがライムたちを抱くとか抱かないとか、それがどう関係あるんだ!?」

　なぜそんなことを聞く？　オレはここに女性復ふつ活かつのためにやってきた。そんなプライベートなことのためにここに来たんじゃない。女性復活を成なし遂とげ、滅ほろびかけているこの世界を救すくうため──

　小樽の思いはローレライに伝わったか!?

「…………」

　ローレライはわずかな時間沈ちん黙もくした。視線は小樽から離はなれていない。

「小樽、あなたはなにもわかっていないわね」

　冷ひややかな声がローレライからもれた。

「えっ!?」

「あなたのライムたちへの想おもいがすべて。そして、それが女性復活につながる」

「…………？」

「まだわからない？　女性が復活するかどうか、決めるのは私……。私があなたを認みとめたら、女性を復活させてあげる」

「ローレライ……!?」

　愕がく然ぜんと小樽はローレライを見る。

　冷たき想おもいの少女がそこにいた。
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「ああ、小樽クン……ああ、小樽クン……ああ、小樽クン……あああ、小樽クン……」

　そんなふうにつぶやきながら、花はな形がたはずっと砂の上をうろつき続けている。

　動いているのはこの花形だけ。

　ライム以外のセイバーマリオネットたちもいつの間にかその場に座すわり込んでいた。

　全員が、小樽の消えた地面をじっと見つめている。片かた時ときも目を離はなさずに。

「…………」

　もう口を開くものはだれもいない。

　彼女たちにできることは待つこと。

　小樽についてここまできた。小樽が行おうとしている女性復活はこの世界にとって必ひつ要ようなこと。彼女たち個人にとっては思いもよらない弊へい害がいがあるかもしれないが、邪じや魔まするわけにはいかない。それは小樽が使し命めい感かんに燃もえているから。必ひつ死しになってきた小樽を見てきたから。

　自分たちの想い。それは小樽が戻もどってきてから、女性が復活してから考えても遅おそくないはず──

「…………」

　だが本当にそうか。

　女性が復活するということは、この世界にとっては必要なことかもしれない。しかし、彼女たちにとって本当に必要なのか。

　この世界のことが好きだ。小樽だけでなく、みんなのことが好きだ。しかし、天てん秤びんにかけたとき、他のすべてよりも小樽のほうが上──それは彼女たちの共通した想い。そのかけがえのない小樽との別れが女性復活が成ったために発生するとしたら。

「…………」

　乙女おとめ回かい路ろという名の心によって彼女たちは恋を知り、愛を知った。

　けれど同じく、不安や嫉しつ妬と、いてもたってもいられない切ない想いを知った。

　人の心を持ってしまった機き械かいの、それは幸こう運うんなのか、悲ひ劇げきなのか。

　すべては小樽の答え一つで決まってしまうのか。

「小樽……ボク、不安だよ……。そばにいてよ、小樽……。独ひとりにしないで……」

　ライムのつぶやきは、彼女たち全員の想いでもあった。




　ライムにとって、もはや小樽抜ぬきの人生は考えられない。




「ボク、小樽だぁ～い好き！」




　そう言っていられれば、幸せだったあのころ──

　小樽がクシャクシャと頭を撫なでてくれるだけで一日満ち足りた気持ちでいられたあのころ──

　しかし、愛を知れば知るほど……言ってみれば乙女回路が成せい長ちようすればするほど、それだけでは満足いかなくなる。

　もっともっと愛されたいという欲よく望ぼう。

　抱きしめられたい。

　愛をささやいてほしい。

　自分だけを好きになってほしいと願ねがう独どく占せん欲よく。

　想いは過か激げきなほどに発はつ展てんしていく。

（小樽……小樽……小樽ぅ……）

　ライムは心の中で小樽の名前を呼び続けていた。そうすれば少しだけなぐさめになる。

　──こんなに不安になったことはなかったのに。

　漠ばくとした予よ感かんか。

　ライムは自分で自分の身体からだを抱だきしめて、腕うでにギュッと力を込めた。




　チェリーの空くう想そうの中に、最近必かならず出てくるものがある。

　それは赤あかん坊ぼうだ。

　あのジャポネスでの赤ん坊事じ件けん以来、チェリーは空想の中で赤ん坊を抱いているのだ。

　子こ樽たると名づけられたその赤ん坊は、無む論ろん、チェリーと小樽の子供という設せつ定ていである。

　が、その空想を終えるといつもチェリーの心の中に哀かなしみが漂ただよった。

　小樽と自分の子供──それは決して叶かなえられない望のぞみ。

　──マリオネットである自分と小樽の間に赤ん坊ができるわけがない。

　それでも空想の中から赤ん坊は消えない。いや、むしろますます愛らしく、はっきりとした形で現れてくる。

　究きゆう極きよくの願がん望ぼう。

（マスターとの子供……）

　このときもチェリーは地面を見つめながらボーッとその空想に心を委ゆだねていた。

　自分がいて、小樽がいて、子樽がいて、三人で静かに暮くらしている。裕ゆう福ふくではないが、幸せな日々。

（マスター……）

　子供を作る。子し孫そんを残す。それは生命の根こん元げん的てきな欲よつ求きゆうだ。「生」とはそのためにあると言っても過か言ごんではない。

　──それが自分にはない。

　マリオネットだからと言ってしまえばそれまでだが、そう思ってしまってはあまりにも哀しすぎる。

　生なま身みの女の代だい替たい品ひん。

（違う！　違うわ！　絶ぜつ対たいに違う！）

　女性復活がなろうと、小樽にとっての一番の「女」は自分。生身の女が何人小樽の前に現れようと、小樽が選えらぶのは自分……そうなってほしいし、そうでなくてはいや──

　そのためには子供が産うめない、子孫が残せないというのは大きなハンデとなってしまう──チェリーはそう考えていた。

（人間になれば子供も産める……人間になるしかないの？　でも……）

　チェリーの空想の中で、子樽は笑っていた。




　ブラッドベリーは砂を手にとって見つめていた。

　風が吹き、砂が掌てのひらから消えていく。

「いやだ……」

　不ふ機き嫌げんそうな表情でそうつぶやく。

　砂がまるで小樽の心のように思えて哀しくなったのだ。

（小樽はあたしのもの……）

　そうずっと思ってきた。それほど小樽に対する想いは強い。

　それがまさか「女性復活」という一大イベントによって崩くずされようとしているとは──

（気に入らない……気に入らないよ！　生身の女なんかよりあたしのほうがずっといいに決まってるよ！）

　生身の女に対して、ブラッドベリーは、ライムやチェリーに比くらべると、それほどコンプレックスを持っていない。

　生身の女よりもセイバーマリオネット、とりわけ自分のほうが優すぐれていると思っているし、自信もあった。

（小樽はあたしを抱けばいいんだよ！　そうすればあたしの良さがもっとわかるのに！）

　快かい楽らくというものをブラッドベリーは肯こう定てい的てきにとらえていた。

　好きだからお互たがいに気持ちよくなりたい。一方的な奉ほう仕しなどではなく。

（機械、機械っていうけど、小樽はそんなこと気にしないよな。な、小樽！）

　──小樽を信じる。

　様さま々ざまな不安を打ち消すかのようにブラッドベリーは心の中で叫んでいた。

（けど……）

　ブラッドベリーが一番気にかかるのは、皮ひ肉にくなことに小樽のやさしさだった。だれにでもやさしい小樽……だからこそ、ブラッドベリーは腹はら立だたしいのだ。

（あたしだけじゃだめなのかい、小樽……）

　ブラッドベリーの右手はもう一度砂をつかんでいた。




「…………」

　ティーゲルにはもう一つ考えなければならないことがあった。

　かつて、ティーゲルはこの旅の出発前にこんなことを言った。




『こんなふうに愛で悩なやめるのも心の特とつ権けんさ。つらいことだけど……うれしい……』




　今もティーゲルは愛で悩んでいる。

　ライムと同じく小樽への愛。生身の女という、まだ見ぬ相手に対する嫉しつ妬とと不安。それは切なく苦しい。

　が、それだけではない。彼女の心の中にある大きな存そん在ざい。それは小樽と同じくらい、いやもしかしたら小樽よりも大きな存在。そう、もう一人の男……ファウストのこと。

　小樽とファウスト。どちらへの想おもいが勝まさっているか──ルクスとパンターに突きつけた命めい題だいは、実は彼女自身が一番考えたくないことだった。苦く悩のうし続けても結けつ論ろんが簡単に出るわけではない。しかし、先送りにしても、心のどこかで引っかかっている状じよう況きように変わりはない。

　そして、あのライムを助けたニューテキサスそばの海岸で、運命の邂かい逅こうのときは来てしまったのだ。

　あのとき、ティーゲルはただ立ち尽つくしていることしかできなかった。

　ファウストはティーゲルを見み据すえたままなにも言わなかった。

　見られている、と思った瞬しゆん間かん、身体からだ中じゆうがカーッと熱あつくなった。乙女おとめ回かい路ろの鼓こ動どうは大きくなり、頭の中も混こん乱らんを始める。

　──自分はファウスト様のことをこんなにも想っていたんだ。

　あの瞬間だけは小樽のことは頭の中から消えていた。

「ティーゲル、働はたらいてもらうぞ」

　ファウストの第一声はこの言葉だった。

　そして、ファウストは命めい令れいのみを伝えると姿を消した。それ以外の言葉はいっさいなかった。もっとも、そんなことは期き待たいしていなかったが。

　しかし、それだけでティーゲルの以後の行動は決まってしまったと言ってよい。ジョイ・ヒューリックの暗あん殺さつ──それがファウストから与あたえられた命令だった。そのためにはすべて利用せよ──ティーゲルはためらいもなく『自由軍フリーダム』を利用した。

　あれ以後、ファウストからの連れん絡らくはない。けれど、あのときの邂逅がティーゲルの心に微び妙みような変化をもたらしていた。

　自分の中にあるファウストという巨大な存在の再さい認にん識しき。そして、その存在感が日に日に強まっていくのがわかる。

　だが一方で、小樽を求める自分も確かく実じつに存在している。

　──どっちだ。どっちだ。自分はどっちを選びたいんだ？　自分はどっちのほうが好きなんだ？

　小樽の身を案あんじながらもティーゲルは苦悩し続けていた。




　直ちよく接せつファウストに会っていないこともあって、ルクスの場合はそれほど「どちらを」ということでは心は揺ゆれていなかった。

（ファウスト様は確たしかに偉い大だいな御お方かた……でも、今私のそばにいてくださるのは小樽様……）

　皆が悩む、生身の女と自分たちの比ひ較かく。それはもちろんルクスにもある。

　が、ルクスには一種の開ひらき直なおりともいうべき強みがあった。

（たとえ、小樽様が生身の女を選んだとしても、私は生しよう涯がい小樽様のおそばにいるわ。二番目でも三番目でも私は構かまわない……）

　そうは言っても哀しみはある。けれど、小樽を失うことはもっと哀しい。

（一人はいや……孤こ独どくなのはだめ……もはや私は軍人でもなんでもないわ……。私はただの女……）

　ニューテキサスの戦せん闘とうで死を覚かく悟ごしたとき、信じられないくらい女め々めしくなった自分を認にん識しきした。

　たぶん、今度は覚かく悟ごができない。小樽と別れることに耐たえられないと思う。もし、今度あのような状況に陥おちいったとしたら、小樽ともう一度会うため、敵てきに土ど下げ座ざでもなんでもするだろう。

　セクサドールズとしてのプライド……そんなものは小樽と一いつ緒しよにいることに比くらべればなんの価か値ちもない。

（小樽様……私、こんなにも弱くなりました。あなたに頼たよらなければ生きていけないような女になってしまいました……）

　ふと、ルクスは砂地に小樽の名前を書いてみた。

「…………」

　だが風が、砂に書いた名前をゆっくりと消していった。




　パンターはいらついていた。

（悩むのなんてオレの性しようにあわねえんだ！）

　それでも騒さわぎ立てるようなことはしない。

　ただその場にじっとうずくまって、皆の様よう子すをうかがっている。

　笑っている者は一人もいない。全員、苦悩を思いっきり顔に出して黙だまって座すわっている。

（オレもああなんだな……くそ……）

　いやだった。

　自分が女であると思い知らされるのはたまらなかった。

（そういうところから一番遠くにいたはずなのに……。愛する愛されるというのはもっと単たん純じゆんなものでよかったはずなのに……）

　かつてファウストのもとにいて、快楽だけで過ごしていた日々は遠くに感じられる。

　ファウストの力強さ。小樽のやさしさ。それは対たい照しよう的てきなものでありながら、パンターをつかんで離はなさない力は同一のものだ。もう抜ぬけ出せないほど囚とらわれている。

「…………」

　愛という名の蜘蛛くもの巣すにかかった蝶ちよう。

　そしてパンターは、そんな自分がたまらなくいやだった。

　生身の女の出現をこれほど恐おそれるなんて。

　──バカバカしい。

　それなのに、さっきから頭にあるのはそのことばかりだ。

（オレは……オレは……）

　いっそなにもかも振ふり切ってしまえばどれだけ楽か。

　しかし、できなかった。

　もしそれをしたら、おそらく生きていけないほどのダメージを受けるだろう。

　あの無人島でそのことは思い知らされた。そんなにいやならなにもやらなければいいのに、結けつ局きよく女を演えんじた。

　自みずから奈な落らくへと飛び込んでいる。

（バカだよな、オレって……）

　パンターは唇くちびるを噛かみしめた。




　いったいどのくらいの時が流れただろうか。

「……！」

　最初に気づいたのはチェリーだった。

　少し遅おくれてルクス。そして残りの者たち。

「えっ!?　どったの、どったの？」

　花形だけは最後までわからず、全員が立ち上がったのを訝いぶかしそうに見つめている。

　セイバーマリオネットたちは立ち上がって、砂さ漠ばくを凝ぎよう視しした。

　砂さ塵じんにマントがひるがえっている。

「まさか……」

　ティーゲルが絶ぜつ句くする。

　ルクス、パンターも動どう揺ようしていた。

「あれは……？」

　不安げな表情でライムがつぶやく。

　そこに彼がいた。

　スキンヘッドの老人を従したがえて。

「ファウスト様……」

　震ふるえる声で、ティーゲルがその名を呼んだ。

　ゲルマニアの独どく裁さい者しやはかすかに笑えみを浮うかべ、六人のマリオネットを見ていた。
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　機き械かいに囲かこまれた広大な空間での小樽とローレライの問もん答どうは続いている。

「この世界に女がいないのはあんたのせいなのか、ローレライ!?」

　小樽は信じられないといった表情でローレライを見み据すえた。

「そうよ」

　それほどの驚きよう愕がくすべき事実をローレライはまるで日常の会話のひとこまのような調子で肯こう定ていする。

「どういうことなんでえ、そりゃいってえ？」

「三〇〇年前、この世界に六人の男たちがたどり着いたとき、女性を復ふつ活かつさせようと思えばできたのよ」

「そんな……！」

「けれど、それはしなかった……私の意い思しで」

「…………」

　小樽は茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでローレライを見つめていた。

　考えてみれば当とう然ぜんのことだ。女性ならばいる。目の前のローレライがそうだ。

　彼女が存そん在ざいしているということは女性が存在しているということで、クローン技ぎ術じゆつを使えばあっという間に増ふやすことができる。

　ならばなぜそれをしなかった!?

　いったい今までの三〇〇年という年月はなんだったのだ？

　現在行われている各国の女性復活競きよう争そうはなんなのだ!?

　もしかしたら、ニューテキサスのシーをはじめとする女性がいないための悲ひ劇げきもあり得えないことだったかもしれない。

　そう考えるとなんとも遣やり切れない想おもいに駆かられる。

　まだまだ怒いかりには結びつかなかったが、小樽は唇くちびるを噛かみしめてローレライを見た。

　だが──

「一つ言っておくけど、女性とは私のことではないわ」

「えっ!?」

　またしても小樽を混乱させる言葉がローレライの口から飛び出した。

「あんた、男だとでも言うのか？」

「まさか」

「じゃあ、いったい？」

「…………」

　ローレライが右手で左の腕うでの付け根を持つ。




　カチッ……




「えっ？」

　かすかな金きん属ぞく音おんが響ひびき、次の瞬しゆん間かん、驚おどろくべき光こう景けいが現げん出しゆつしていた。

「な……!?」

　ローレライの腕がとれていた。

　そこから見えるのは精せい密みつな機械の塊かたまり。

「ローレライ……!?」

「小樽、まわりを見て」

「えっ？」

　まわり──広がる機き械かい群ぐん。

　明めい滅めつが繰くり返され、生きている。

　これがいったいなんだというのか。

　メソポタミア号はまだ生きている。

　それはそれで驚愕の事実だが、それ以上のなにかがあるというのか。

「乙女おとめ回かい路ろをライムたちが内ない蔵ぞうできるように小型にするには並なみ大たい抵ていの努ど力りよくではなかった」

「えっ!?」

「苦労したわ……調ちよう整せいに調整を重かさねて。いったい何体失しつ敗ぱい作さくを作ったことか」

　雪山の温おん泉せん郷きようで出で逢あったあの黒いライムたちの群むれ。明らかにローレライの言葉はあのことを指している。

「ちょっと待ってくれ！　いったいあんたはなにを言っているんだ？」

「小樽、もう一度まわりをご覧らんなさい。これが乙女回路の原げん型けい」

「……！」

「メソポタミア号は巨大なマリオネットと形けい容ようしてもいいわね」

「それじゃあローレライ……あんたは……」

　小樽は言葉が続かない。

　ローレライのほうは相も変わらず表情一つ変えず、淡たん々たんと言った。

「私はマリオネット。乙女回路を持った最初のマリオネット」

　もはや小樽の表情は、驚おどろきの形のまま凍こおりついたように変わらなくなっていた。
















第三章　愛あいと相そう克こくの果てに
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「マリオネットだって……」

　小お樽たるの声はかすれていた。

　視し線せんは目の前のローレライに向かっているが、果はたしてしっかりと視し界かいに映うつっていたかどうか。

　それほどの衝しよう撃げきを小樽は受けていた。

「…………」

　ローレライは前と変わらぬ表情のまま、小樽を見つめている。自身の言葉に小樽がどういった反はん応のうを示すかを見み極きわめるかのように。

「そんな……」

　小樽の動どう揺ようは続いている。

　ようやく巡めぐり会ったローレライは生なま身みの女ではなく、機き械かいの女性だった。では、いったいローレライとはなんなのだ？　ローレライは自みずからの意い思しで女性復ふつ活かつをすることができるという。それはなにを意い味みしているのか？　それとも、目の前のローレライ以外に、真のローレライともいうべき人物がいるのか？

「ローレライ……あんたは本当に本物のローレライなのか？」

「……そうよ」

「じゃあ、あんたを造つくったのはいったい……？」

　──ローレライがマリオネットである以上、造った人間がいるはず。

　真しん摯しな瞳ひとみで小樽はローレライを見る。混こん乱らんは完全に収おさまったわけではないが、小樽は真しん実じつを欲ほつした。それが動揺を抑おさえ、今後の指し針しんの鍵かぎとなる。

「ローレライ」

　ぽつりとローレライは言った。

「えっ？」

　混乱を抑えるはずの答えは、さらなる混乱を引き起こす。

　ローレライ──それが答えだとしたら、別にローレライがいることになる。しかし、先ほど本当のローレライは自分だと、目の前のマリオネットは答えたはず。

「いったいどういうことなんだ……？　やっぱり他ほかにもローレライはいるのか？」

「いないわ」

「けど……あんたを造ったのは人間のローレライなんだろ!?」

「そう、造ったのは……」

「造ったのは……？　あ……！」

　その言葉が過か去こ形けいを表あらわしていることに気づくまで、さほどの時間を要ようしなかった。

「じゃあ、人間のローレライは……」

「もう死んでしまっていない」

「死んだ……!?」

　ローレライの口から衝撃的な言葉はまだ続く。

「正せい確かくに言えば……殺されたの」

「えっ!?」

「この星にメソポタミア号が不ふ時じ着ちやくし、それほど経たたない頃ころに……」

「ちょっと待ってくれ！　ってことは……」

　この星にメソポタミア号が不時着してそれほど経たない頃といえば、この星にいた人間は……男ばかり六人。

　その中に、歴れき史しから抹まつ消しようされていた七人目の人間、ローレライを殺した者がいるということか!?

　このとき、小樽にできたことは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことだけだった。そう、いったいそれ以外になにができたというのだろう。

　あなたを殺したのはだれですか──さすがに小樽もそこまでは聞くのがためらわれた。

「…………」

　頭の中はゴチャゴチャになっている。どうしていいのかわからない。

　緊きん張ちよう状じよう態たいのせいか、喉のどが無む性しように渇かわいたように感じる。水が飲みたい……水が……。

「小樽、知りたい？」

　時間などほとんど経けい過かしていなかったのが事じ実じつだろう。けれど、その言葉は小樽にしてみればとてつもなく唐とう突とつに来た。長い長い苦く痛つうの時間の後、突とつ然ぜんに。

「えっ!?」

「私を殺したのがだれか」

「…………」

「知りたいでしょ」

「あ、ああ」

　ローレライの表情は変わっていない──はずだ。

　しかし、一いつ瞬しゆん小樽にはローレライが笑わらったように見えた。無む論ろん、幸こう福ふくの笑えみではない。強きよう烈れつな冷れい笑しよう。厭えん世せい的てきな笑い。

「私を殺したのは……私の最さい愛あいの男ひと……だった」

「えっ!?」

「かつての私の恋こい人びと……ゲルハルト・フォン・ファウスト」

「ファウスト……」

　驚おどろくことしかできない動物のように、またも小樽は驚きよう愕がくを顔に出していた。
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　ファウストの視し線せんに貫つらぬかれた瞬しゆん間かん、ティーゲル、ルクス、パンターの三人は動けなくなっていた。

「ああ……」

「ファウスト様……」

「うう……」

　情じよう愛あい。そして忠ちゆう誠せい。

　あらゆる感情がファウストという存そん在ざいに向かって流れ始める。それはある意味ファウストと距きよ離りを置くことを考えていたルクスでさえそうだった。

「…………」

　ファウストはなにも言わない。ただ黙だまって三人を見ているのみだ。口くち許もとのかすかな笑えみは彼女たちの様よう子すを楽しんでいるかのようにも見える。

　ファウストの横で、ヘスがやはり同じように笑みを浮うかべて立っていた。彼の視線はファウストとセクサドールズたちを交こう互ごに見み比くらべている。これから起こることをすべて見み極きわめようと。

「ティーゲル……」

　ライムが不ふ安あんそうにつぶやいた。

　ライム、チェリー、ブラッドベリーの三人も動かなかった。彼女たちもファウストの存そん在ざい感かんに圧あつ倒とうされていたのか。

　それもあるだろう。が、それ以上に彼女たちはセクサドールズの様子に困こん惑わくしていた。先ほどまで小樽の身を案あんじていた彼女たちの変化に。

「ティーゲル、ルクス、パンター」

　ファウストの口がセクサドールズの名を紡つむぐ。

「はっ！」

　極めて自然に三人はファウストの前にひれ伏ふした。

　心と身体からだに刻きざみ込こまれた習しゆう性せい。

　ファウストはさらに彼女たちを追いつめる言葉を口にした。

「おまえたちの敵てきであるジャボネスのセイバーマリオネットを破は壊かいせよ」

「それは……！」

　愕がく然ぜんとした表情は三人だけでなく、ライムたちにも表れていた。

「ファウスト様、それは……それだけは……」

「ティーゲル」

　冷つめたき声がファウストから飛ぶ。

「あ……」

　雷かみなりに打たれたようにティーゲルは動きを止め、固かたまってしまう。

「…………」

　ファウストはティーゲルの腕うでを取り、自分の胸むな元もとに引き寄せる。

「ティーゲルよ、我わが命めいに従したがえ」

　そのままファウストの唇くちびるがティーゲルのそれを塞ふさいだ。

　まるで儀ぎ式しきのようなその光こう景けいを残った五人は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　やがて、ファウストの身体がティーゲルから離はなれる。

「よいな」

　短いが有う無むを言わさぬ迫はく力りよくを伴ともなって、その言葉がティーゲルを貫つらぬいた。

　もはやティーゲルに抗あらがう力はない。

「……はい」

「ルクス！　パンター！」

　ファウストの声は残ったセクサドールズにも飛ぶ。

　ルクスもパンターも魔ま法ほうにかかったように立ち上がっていた。ティーゲルを縛しばりつけた力が彼女たちをも覆おおっていた。

　そう、呪じゆ縛ばく。愛の呪縛。

　セクサドールズの三人は緩かん慢まんな動きでライムたちのほうを振ふり返った。

　哀かなしみが彼女たちの顔にある。

「ティーゲル……」

「ルクス……」

「パンター……」

　ライムたちの口から三人の名が漏もれる。

　それは嘆たん願がんだ。

　──お願い、向かってこないで。

　──戦たたかうなんてそんなことできはしない。

　──やめろ、やめろよ、おまえたち。

「…………」

　ライム、チェリー、ブラッドベリーの気持ちをセクサドールズたちは痛いたいほどに理り解かいしていた。

　それでも彼女たちは動きを止めなかった。

　背を押す力はもっと強い。

「やれ！」

　ファウストの声と同時に三人は動いていた。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「やぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ほとばしった喚かん声せいはすべての感情を断たち切るための苦く渋じゆうの刃やいばだった。

　ティーゲル、ルクス、パンターの三人は大地を蹴けった。




　　　　３




「私の昔むかし話ばなしはこのくらいでいいでしょう」

　沈ちん黙もくの後、ローレライがふたたび口を開いた。

「あ、ああ……」

　うなずく以外、小樽になにができたというのだろう。もちろん聞きたいことはまだまだある。だが小樽はそうはしなかった。

　──これ以上なにか言って、ローレライを怒おこらせたら対話を打ち切られる。そうなれば女性は永えい遠えんに復ふつ活かつしない。

　そういう心配があったのか。いや、このときの小樽の心にそういった気持ちはなかった。

　小樽の心を占しめていた感情はすべて憐あわれみの気持ちだった。

「小樽……？」

　ローレライも小樽の感情に気づいたようだった。

　ローレライの顔が険けわしくなる。

「その顔はやめて、小樽！」

「えっ!?」

「私に同情してるんでしょ」

「…………」

「同情なんてまっぴら！　今さら同情されたって……殺された私は決して生き返らない」

　ローレライは唇くちびるを噛かみしめた。

「ローレライ……」

　ローレライの怒いかりを見ても、小樽の表情は変わらなかった。

「やめてよ！　やめてってば！」

「…………」

　むしろ怒りを目まの当たりにすればするほど、小樽の哀あい憐れんの気持ちは強くなっていく。

　小樽本人は意い識しきしていなかったが、ローレライとの会かい見けんが始まってから初めて精せい神しん的てきに優ゆう位いに立っていたのだ。

　小樽にはローレライの心の奥おく底そこに潜ひそむ感情がわかったような気がした。

　──それは寂さびしさ。

　この星にただ一人たどり着いた女性。だが、同じくたどり着いていたたった六人の男性のうち最も愛した一人に殺されてしまった。本人は死んでしまったが、本人の心は生きていた。男性不信になるのも当たり前だ。

　だが──

「……!?」

　ここで小樽は一つの大きな疑ぎ問もんにぶち当たる。

　彼女はなぜ造つくられたのだ？

　彼女とは、目の前のローレライ。ローレライの心を写うつし持つ完かん璧ぺきなコピー。

「小樽、もう一度はっきりさせておくわ」

　ローレライの顔に冷たい表情が戻もどっている。心なしか、前より冷れい徹てつさが増ましたようにも思える。

「あなたには選せん択たくの余よ地ちはないのよ。女性復活を成なし遂とげたいと思うのなら……私の言うことに答えること」

「…………」

　小樽はただ黙だまってローレライを見た。

　瞳ひとみから憐れみの感情は消えていない。

　ローレライはもう腹はらを立てなかった。

　一いつ瞬しゆん、どこか哀かなしそうな表情になる。そして、ポツリとつぶやいた。

「家いえ安やすと同じね……やはり同じクローンだから……？」

「えっ!?」

　家安──それは初代の徳とく川がわ家安を指さしているに違ちがいない。

　そして、家安と同じとは──

「小樽、あなたはこの世界に女性を復活させるかどうかを決めるためのただ一つのサンプル」

「それは……？」

「三〇〇年前、家安はただそれだけを願い、私に頭を下げた」

「将しよう軍ぐん様が……!?」

「あなたがしくじれば、家安の想おもいもすべて無む駄だになる。さあ、答えなさい、小樽！　ライムたちを抱だきたい？　心を持った機械を抱いてみたい？　それとも……」

「…………」

　唇を噛みしめ、小樽はじっと次の言葉を待った。

「……生身のライムたちならば抱きたい？」

　もう小樽は驚おどろかなかった。




　　　　４




　シャッ！




　ティーゲルの手しゆ刀とうがライムに襲おそいかかっていた。

「やめて、ティーゲル！」

　よけながらライムは必ひつ死しに叫さけぶ。潤うるんだ瞳ひとみでティーゲルを見つめる。

「…………」

　だが、ティーゲルの攻こう撃げきは止まらなかった。

　ティーゲルの表情にあるのはただ……哀かなしみ。

「やめて、やめて、ティーゲル！　戦いたくないよぉ！　ボクたち、友とも達だちでしょ！　ティーゲル！」

　ライムの言葉はティーゲルの心を打つ。

　肉体的にティーゲルはライムに攻撃を続けていたかもしれない。が、心はライムの言葉でボロボロになっていた。

（ライム……）

　声にならない声をあげる。

　──あたしだって戦いたくない。だってあなたはあたしの大切な妹。

　慕したい慕われ……その関係が二人の間にはあった。

　ライムと分かり合ってから、ティーゲルは必死になってライムを守ろうとした。そして、ライムもまたティーゲルを守ろうとした。

　そんな二人が戦わなければならない。

　それほどティーゲルにかけられた呪じゆ縛ばくは大きな力を持っていた。

　人は愛を獲かく得とくするためにここまでするのか。それを人ではないマリオネットが体現している。

「ティーゲル！」

　ライムの叫さけびが、大おお粒つぶの涙なみだが、またもティーゲルに届とどく。

（クッ……）

　それでもティーゲルは手刀を放はなつのをやめなかった。




「ルクス……」

「…………」

　チェリーはルクスの名をつぶやき続けていた。

　ルクスはどこか緩かん慢まんな動きでチェリーに向かってくる。よけてさらに反はん撃げきすることも楽らく楽らく可能だ。

　だが、ルクスがその緩慢な動きを改あらためなかったように、チェリーもルクスに対して攻撃を仕し掛かけることはなかった。

（なぜ戦うの……私は……？　私の人生は小樽様とともにあるんじゃなかったの？）

　つい先せん刻こくまでルクスは小樽とともに生きることを考えていた。それはある意味、ファウストとの決けつ別べつを意味していた。

　それがどうだ。実じつ際さいにファウストに会った瞬しゆん間かん、ファウストの視し線せんに身体からだを貫つらぬかれた瞬間、ルクスの心の中はすべてファウストの色に塗ぬり替かえられていた。

　小樽という存そん在ざいがあっという間まに心の片かた隅すみに幽ゆう閉へいされてしまっていた。

　ファウストに届とどかない想おもいを小樽にぶつけていた──そうは思いたくない。しかし、現在の状じよう況きようはそう思われても仕し方かたがない。

（小樽様とファウスト様……私はファウスト様を選んだの？）

　悩なやむことすらできなかった。まるで天てん地ち創そう造ぞうの時から決まっていたかのように、ルクスはファウストの命めいに従したがっていたのだ。

（でも……でも……小樽様……）

　が、小樽の存そん在ざい感かんがルクスの中から完全になくなったわけではない。それがルクスの動きを緩慢なものにしている理由だ。

　チェリーを討うつこと。それは小樽との完全な決別になる。

（いやだ……私は……でも……ファウスト様……）

　混こん乱らんの中で、それでもルクスの動きは止まらなかった。

　チェリーのほうはそんなルクスに深い同情の想おもいを抱いだいていた。

（かわいそうなルクス……）

　もし自分がルクスの立場だったらどうだったろう。ファウストと小樽が逆ぎやくの存在で、小樽にルクス抹まつ殺さつを命じられたら。

（あたしは……マスターの命に従ってしまう……きっと……）

　だから、チェリーはルクスを非ひ難なんする気にはなれないのだ。

　今のルクスの動きならば平気で逆ぎやく襲しゆうをかけることができる。しかし、そうしないのも、まったく同じ理由だ。

（ルクス……あなたは死のうとしているの……？　それがファウストとマスターへの愛を守ることなの？　ルクス……？）

（私は……どうしたいの？　私は……だれを……？）

　悩なやみ苦しみながら、二人の少女は戦い続けていた。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「バカヤロォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！」




　ガシッ！　ドガッ！




　叫さけびながらパンターとブラッドベリーは互ご角かくの戦いを繰くり広げていた。

　二人とも決して手を抜ぬいていない。真しん剣けんに戦っている。

　そうしかできない二人だった。

　器き用ようでないパンターには手て加か減げんすることなどできはしない。そして、それを受け止めるブラッドベリーも手加減は自分の死を意い味みする。

　こんなところで死ぬわけにはいかなかった。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　パンターはひたすら咆ほう哮こうしていた。すべてを忘わすれ、獣けものに変じることを願うかのように。

（もう考えたくない……オレは……オレは……なにも考えたくない！）

　苦しかった。胸むねがはちきれそうなくらい苦しかった。そして、その苦しみから逃にげたかった。

　それは考えないことだ。心を捨すて去さることだ。心を持たないただの戦せん闘とう機械になること。そうすれば愛で悩なやまなくてすむ。感情がかき乱みだされることもない。

　そうすれば──

（そうなるんだ……そうなるんだ……オレは……ファウスト様の奴ど隷れい……忠ちゆう実じつなマリオネット……そうなるんだ……）

　だが、そう思えば思うほどますます感情がかき乱される。心の中にもう一人の存在が笑わらっている。これ以上ないほどの素す晴ばらしい笑え顔がお。

（小樽……）

　パンターは歯を食いしばりまたしても叫んだ。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　それでもパンターの心から感情が消え去ることはなかった。

　ブラッドベリーのほうは「バカヤロー」という言葉を連れん発ばつしていた。それはもちろんパンターに向けられている。が、それ以外にもファウストにも、そして自分自身にも向けられていた。

（こんなときなんにもできないなんて！　パンターに言ってやる言葉が見つからないなんて！　あたしはなんてバカヤローだ！）

　パンターを止めたかった。パンターの苦しい気持ちもわかる。

　けれど、それはどうしたらいいのか？

　唯ゆい一いつ考えられることは戦いに勝つことだ。戦いに勝って、パンターを動けなくさせる。それから話をすればいい。

　直ちよく情じよう的てきなブラッドベリーらしい考えだ。

　しかし、その考えにブラッドベリー自身が見通しを明るく持てないでいた。

（パンターを説せつ得とくすることはできないんじゃないか……）

　誠せい心しん誠せい意い話したとしても、たとえ理り屈くつではわかってくれたとしても、感情だけでパンターはファウストのもとに行ってしまうのではないか。

（そうだよな……たぶん……）

　それは自分もそうだからだ。

「バカヤロォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！」

　ブラッドベリーもやはり叫ぶしかなかった。




　三さん者しや三さん様ようの戦いぶりをファウストは冷ひややかな目で見つめていた。

「これでわかるな。心というものが……愛というものがどういうものか」

　低いつぶやきに、ヘスが視し線せんを移うつす。ヘスの顔から例れいの笑えみが消えている。

「どうしたのかな、ヘス君？」

「いえ、別に……私はただ総そう統とう閣かつ下かの鉄の意い志しを見み届とどけるだけですよ。私のような俗ぞく物ぶつは……」

　ファウストは一いつ瞬しゆん鼻はな白しろんだ様子を見せたが、すぐに視し線せんを戦いの場に戻もどした。

　ヘスのほうはそのファウストの横顔を見つめ続けていた。




　少し、ほんの少しずつだが、ティーゲルの動きは鈍にぶってきていた。

　その理由がライムの必死の想おもいにあるのは間ま違ちがいない。

「ティーゲル！　やめて！　お願ねがい！　ボクの大好きなティーゲルはこんなことしないよぉ！　ティーゲル！」

「…………」

　ティーゲルにすれば、もはやライムの顔を見ることすらつらくなっていた。

（だめ……あたしは……）




　ダッ！




「ティーゲル……？」

　後方に大きく飛び、ライムから距きよ離りを置く。

　わずかにファウストを見た。

　ファウストは表情を変えていない。ティーゲルの視線を受け止め、冷たくそれを返してくる。

　──ティーゲルよ、どうした。

　ファウストの視線がティーゲルを叱しつ咤たしている。

　──私を失っていいのか。

　ティーゲルを追いつめていく。

「うう……あたしは……」

　戸と惑まどいが判はん断だんを遅おくらせる。

「えっ!?」

「ティーゲル！」

　間ま近ぢかにライムの顔があった。泣きそうな顔が。

「ティーゲル！　だめ！」

「ライム！」

　ライムがティーゲルの身体からだにしがみついてきたのだ。

「ティーゲル、もうやめて！　ボクやだよ！　ティーゲルとは戦えない！　ティーゲルだっていやなはずだよ！　だって、ティーゲル泣いてるもん！」

「ライム……」

　ライムはティーゲルの心の奥おくで流れる涙なみだを知っていた。ティーゲルが苦しんでいることを知っていた。人の痛いたみをはっきりと自分の痛みと感じていた。

　それは心の成せい長ちよう。

　乙女おとめ回かい路ろの奇き跡せき。

「ティーゲル、もうやめて！　ボク、ティーゲルのためならなんでもするから！　もう泣くのはやめて！」

「うう……」

　見れば、周しゆう囲いの戦いも止まっていた。

　みんながティーゲルとライムを見つめている。チェリーも、ルクスも、ブラッドベリーも、パンターも、そしてファウストとヘスも。

　結けつ論ろんを出すのはライムとティーゲルだった。

「あたしは……」

　ふたたびティーゲルの視し線せんはファウストに向かう。

　ファウストの冷ひややかな目は言っていた。

　──なにをしている、ティーゲル。目の前のマリオネットを破は壊かいせよ。それが忠ちゆう誠せいの証あかし。愛の証。

「あたしは……」

　ティーゲルはライムを見た。

　ライムの瞳ひとみには涙がいっぱい溜たまっている。

「ティーゲル、どうしてもボクを壊こわしたいの？　でないとティーゲルはだめになっちゃうの？」

「ううう……」

「だったらボク……ボク……ティーゲルのためなら……」

　それはライムの温あたたかさ。そして、もう一つの愛。

　次の瞬しゆん間かん、ティーゲルは叫さけんでいた。

「できない！　あたしには……！」

「ティーゲル……？」

　ティーゲルはゆっくりとファウストのほうに向き直る。

　そして、その場に崩くずれ落ちるように座すわり込んだ。

「だめです、ファウスト様……。あたしにはできません……。もうあなたの命めい令れいとはいえ、あたしにはできないんです……。大切な人を害がいすることは……」

　ティーゲルは泣いていた。

　心の奥にあった哀かなしみをすべて吐はき出すように。

　ティーゲルだけではない。

　ルクスも、パンターも。

「私は……小樽様のことが好きです……ファウスト様と同じくらい」

「ファウスト様、すみません。どんな罰ばつでもお受けします。だから……」

　座り込み、涙を流す三人を、ライム、チェリー、ブラッドベリーも同じような表情になって見つめていた。

「フ……」

　一同を現実世界に引き戻もどしたのは、ただ一ひと息いきの冷れい笑しようだった。

「ファウスト様……？」

「えっ……？」

　ファウストは笑わらっていた。嘲あざけりの笑え顔がお。

「やはりな」

　呆ぼう然ぜんとなった六人のマリオネットたちにファウストは言い放はなった。

「これではっきりした！　やはり愛などという感情は心にとって害がい悪あくだということが！」

「ファウスト様……？」

「乙女回路は無意味！　このようなもの、なんの役にも立たぬ！」

「ファウスト！」

　ブラッドベリーが不ふ快かいげに叫ぶ。

　が、鉄の意い志しを持つ独どく裁さい者しやは意にも介かいさなかった。

　ファウストは砂すなの上に座り込んだティーゲル、ルクス、パンターに視線を飛ばす。

　静かな口く調ちようでその言葉が紡つむがれた。

「おまえたちは最後の最後で役に立った。所しよ詮せん、愛などというものは不要なものだということを私に再さい確かく認にんさせることで」

「ファウスト様……」

「消えろ」




　バシュッ！




　ファウストの声とともに、なにかが砂すな地ちから飛び出してくる。

　黄おう金ごんの豪ごう奢しやな髪かみと、彫ほりの深い彫ちよう刻こくのような顔つき──

　彼らもまたファウストだ。

「えっ!?」

「クリーガァⅢケーニツヒ・クリーガアよ！　この者どもを始し末まつせよ」

　ファウストの声に、無む機き質しつな表情のファウストたちケーニツヒ・クリーガアが動き出した。
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　　　　１




　沈ちん黙もくが続く。

　小お樽たるは瞬まばたきすら忘れたように、じっとローレライの顔を見つめたまま動かない。

　ローレライも言葉を紡つむいでから表情一つ変えずに小樽を見ている。

　時間というものはすでに用をなしていなかったかもしれない。




『ライムたちを抱だきたい？　それとも、生なま身みのライムたちならば抱きたい？』




　今や小樽ははっきりと認にん識しきしていた。これが気軽に答えられる質しつ問もんなどではないということを。ローレライが真しん剣けんだということを。

　なぜこんな質問をローレライはしたのか──その疑ぎ問もんがないわけではない。

　が、小樽はそれを心の奥おくにしまい込んだ。今はそのことを考えている場合じゃない。ローレライの質問そのもののほうに、自分もまた真剣に向かい合わなければ──




『ライムたちを抱きたい？』




　抱く──それはどういうことか。

　ただ単に抱きしめるという意味ではない。それは行こう為いそのもの。セックス。ライムたちと身体からだを合わせたいかどうか。




『生身のライムたちならば抱きたい？』




　生身のライムたち──マリオネットではないライムたち。すなわち人間のライムたち。人間となったライムたちとならセックスができるのか、ということ。




「…………」

　小樽にしてみれば、そんなこと、考えたこともなかった。

　ライムたちの着き替がえ、水みず着ぎ姿すがた、さらには裸はだかを見たとき、ドキッとなったことはある。ブラッドベリーやルクスに迫せまられたとき、頭がカッとなってどうしていいのかわからなくなったこともある。

　だが、彼女たちがそういった対たい象しようだと思って見たことは一度もない。彼女たちに魅み力りよくがないとかそういうわけでなく、小樽の頭の中で彼女たちとそういう方向がどうしても結むすびつかなかったのだ。

「…………」

　いつの間にか小樽の顔には困こん惑わくの表情が出てしまっていた。

　けれど、ローレライは容よう赦しやしない。

「どうしたの、小樽……そんなに悩なやむ必ひつ要ようがあるの？」

「えっ……!?」

「あなたの本当の気持ちが聞きたいの。恥はずかしがることなんてなにもないわ」

「…………」

「性欲……それは人間の持つ三大欲よつ求きゆうの一つよ。女がいないこのテラツーでもその欲求はなくならなかった。男同士で公こう然ぜんと行われてきた。……それが悪いとは思っていない」

「…………」

「あるんでしょ、肉欲が！　あなたの中にも人間……いいえ、生物としての本ほん能のうが！　抱きたいんでしょ、ライムたちを！　その身体が欲ほしいんでしょ！」

「…………」

「さあ、言ってしまいなさい、小樽！　あなたはライムたちを抱きたいの？　どうなの？」

「…………」

　ローレライの瞳ひとみは相あい変かわらず冷つめたい。

　ストレートできつい言葉を小樽は唇くちびるを噛かみしめて聞いていた。

　いつもの小樽ならば、その挑ちよう発はつ的てきな言い方に途と中ちゆうで反はん発ぱつしていただろう。

　けれど、このときは小樽はどうしてもそんな気にならなかった。

　ローレライに対しての遠えん慮りよではない。

　やはり感じるのだ。ローレライの言葉の裏うらになにか焦あせりのようなものを。

　寂さびしさ。孤こ独どく感かん。そんな感情からくる気持ちなのか。

　言葉がきつければきついほど、ローレライはなにかを小樽に期き待たいしている。小樽になにかを言わせたがっている。

「…………」

　小樽は妙みように冷れい静せいになっていた。

　──ローレライは無む理りをしている。

　もし、それを口に出したら怒おこられるだろうが、そのときまったく突とつ然ぜんに小樽はローレライに対してある感情を抱いだいた。

　──かわいい。

「どうなの、小樽！」

　鋭するどい一ひと言ことが小樽を現実に引ひき戻もどす。

「はっきり言わないと、もう二度と女性は復ふつ活かつしないわ！」

「オレは……」

　ゆっくりと小樽は口を開いた。

　逆にローレライがキッと口を閉じ、小樽を見つめる。

「ライムたちを……」

　言葉を区く切ぎるように小樽はゆっくりと話す。

　一言も漏もらすまいと、ローレライは聞き耳を立てる。

「抱き……」

　だが、そのときだった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　爆ばく音おんが響ひびき、激げき震しんが小樽を襲おそう。
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「うわぁぁぁぁぁぁっ！」

「！」

　小樽は床ゆかに転ころがった。

　ローレライのほうはそんなことはなかったが、しまったという表情で音がしたほうを見た。

　ホールの一角から煙けむりが上がっている。

　そして、煙の中から現れたのは──

「ほう、変わらぬな、ここは」

　冷たき声。

　ローレライの顔がわずかに歪ゆがむ。

　彼女にとってもっとも因いん縁ねん深い相手がそこにはいた。

　ゲルハルト・フォン・ファウスト。

　ゲルマニアの完かん全ぜん無む比ひなる独どく裁さい者しやがそこに立っていた。

　横にはヘスもいる。例れいの笑えみはなぜかない。

　そして、背はい後ごに控ひかえるのはファウストとまったく同じ顔が二つ。違い和わ感かんじなければファウストが三人いるように思うだろう。違和感──どこか非人間的な無む機き質しつな表情。

　クリーガァⅢケーニツヒ・クリーガアだ。

「おめえたちは……！」

　驚きよう愕がくの表情で小樽が叫さけんだ。

　ファウストは小樽のほうを一いち瞥べつすると、小さくつぶやいた。

「間ま宮みや小樽か……」

　運うん命めいの邂かい逅こう。

　二人が顔を合わせるのはこれがまさに初めてのことだった。

　ただし、もちろん感動などあるはずがない。お互たがいに。

　ファウストは冷ひややかな声のまま、興きよう味みなさそうに言った。

「目め障ざわりな……」

「なんだと！」

「間宮小樽。一つ教えてやろう。おまえのマリオネットたちはもはやこの世にはいまい」

「えっ!?」

　衝しよう撃げきの言葉に小樽は愕がく然ぜんと目を見開いた。




　　　　２




　ザシュッ！　ザッ！




　黒き疾しつ風ぷうのごとく、クリーガァⅢの身体からだが一気に動く。

　そのスピードはライムをも超こえたものだ。

「わっ！　わっ！」

　クリーガァⅢの繰くり出だす手しゆ刀とうに、ライムは防ぼう戦せん一いつ方ぽうだった。すでに服には幾いく筋すじもの切れ目が走っている。




　ドガァァァァァァァァァァァァァッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ブラッドベリーが大きく吹ふき飛とばされた。




　ズゴォォォッ！

　砂すなにまるで突つき刺ささるように落ちていく。それでも止まらず、そのままザザザッと数十メートルずり下がった。

　あのパワーを誇ほこるブラッドベリーですらこの有あり様さまだった。

　ブラッドベリーのパワーをはるかに上回っているのだ。クリーガァⅢは。




　シュォォォッ！




「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　クリーガァⅢの放はなつ蹴けりがチェリーの身体を捉とらえる。

　チェリーはもんどり打って背はい後ごに倒たおれ込んだ。

「そんな、予よ想そうと違ちがう……」

　すぐに身体を起こしながらも、愕がく然ぜんとした表情でチェリーはつぶやく。

　彼女の計算を超えた攻こう撃げきパターン。情じよう報ほう処しよ理り能のう力りよくがチェリーの上をいっているということ。

　ライムたちの前に立ちはだかる三体のクリーガァⅢ。それはまさに完かん璧ぺきなる敵てきであった。

「強いよ！　こいつら強いよぉ！」

「ゲルマニアの最さい終しゆう兵へい器きってことかい！」

「今までの敵の能力がすべて込められているということね。マリオネットの技ぎ術じゆつだけじゃない。あのマスケルで得たデータも」

　そのチェリーの言葉は当たっていた。ゲルマニアが作り出した究きゆう極きよくの兵器。製作者はもちろんヘスだ。

　彼にしてみれば、クリーガァもクリーガァⅡも、さらにはマスケルも、すべてクリーガァⅢを作るための単なる実じつ験けんだったということだろう。




　ダッ！




　クリーガァⅢが同時に動いた。

「速い！」

　ライムたちのセンサーはその動きを捉えることができない。




　ドカァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！
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「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　三人は飛ばされ、砂地に叩たたきつけられるはずだった。

「えっ!?」

　しかし、そうはならなかった。

　三人の身体からだはそれぞれに抱だき留とめられていたのだ。

　ティーゲル、ルクス、パンターに。

　先ほどまで、ライムたちが戦たたかっている間中、三人は砂の上にうずくまったままであった。それほどファウストの言葉に三人はダメージを与あたえられていた。

　ライムたちもそれを知って、敢あえてクリーガァⅢとの戦いのさなか、彼女たちに救すくいを求めるようなことはしなかった。

　心の傷きずは身体の傷よりも重いことをライムたちは経けい験けんの中で学まなんでいた。

「ティーゲル、もう大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「ああ……」

「ルクス、動ける？」

「ええ……」

「パンター、戦えるよな!?」

「…………」

　三人の表情にまだ生せい気きは戻もどっていない。

　彼女たちはクリーガァⅢを見るが、すぐに顔をそむけてしまう。

「すまない……彼らとは……戦えない……」

　ティーゲルがつぶやくように言った。

　ルクスとパンターはうつむいてしまう。二人もまったく同じ気持ちだった。

「…………」

　ライムもチェリーもわずかに悲しそうな表情をするが、なにも言わなかった。ブラッドベリーだけはなにか言いかけようとしたが、拳こぶしを握にぎりしめて、必ひつ死しにこらえた。

　ライムたちにもわかるのだ。ティーゲルの気持ちが。

　愛する者とまったく同じ姿すがたをした者がもし襲おそってきたらどうするか。

　躊ちゆう躇ちよなく倒たおすことができるか!?

　彼女たちの答えは──否いな。

　愛に純じゆん粋すいであればあるほど、彼女たちは自分の気持ちを裏切ることができなかった。

　ファウストでないとわかっていても、手が出せない。

　弱い心というなかれ。

　それは乙女おとめ回かい路ろを持った者の当然の気持ち──

「すまない……」

　哀かなしみの表情を浮うかべるティーゲルに対し、ライムがとった行動は……必死に笑えみを浮かべることだった。

　慈じ愛あいの微び笑しよう。

「平気だよ、ティーゲル！　ボクが戦う！」

「ライム……」

「ボクは勝つ！　勝ってここで小樽を待つんだもん！」

「ライム……」

「でも、見ていたくなかったら、戦っているのを見ていなくていいよ。だってやでしょ。ファウストと同じ顔がやられちゃうのを見るのは……」

「…………」

　状じよう況きようは知っている。ライムが一対一でクリーガァⅢに勝つのはほとんど不ふ可か能のうだと思われた。

　それでもこの少女はティーゲルのことを思い、心の底から一人で戦うと言い切ったのだ。

　それはチェリーもブラッドベリーも同じこと。

「あたしだって一人で平気です。ルクス、あなたには悪いけど、あのセイバー、倒させてもらいますわ！」

「チェリー……」

「しょうがねえなぁ！　そこで見てろ……いや、見てなくていいや。今、パッとあいつらやっつけちまうからな。話はそのあとだ」

「ブラッドベリー……」

　ライム、チェリー、ブラッドベリーは顔を見合わせ、うなずき合った。

「行くぞ！」

「負けませんわ！」

「やってやるぜ！」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　三人はクリーガァⅢに向かって走り出した。

　ティーゲル、ルクス、パンターはその後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送っていた。

　加か勢せいしなければ彼女たちが負けるのはわかっている。けれど……できない。

　たった今、ファウストにひどいことを言われたばかりだというのに……それでもファウストのことを忘れることができない。

　それが乙女回ここ路ろのしくみ──

「…………」

　哀しみと自じ己こ嫌けん悪おの入り混まじった表情がティーゲル、ルクス、パンターの顔を覆おおっていた。




　　　　３




　ファウストと小樽がにらみ合っている間、ローレライは少しも動かず、ファウストを見ていた。表情は小樽を迎むかえたときのあの冷さめたそれに戻もどっている。

　が、やがて、その表情にわずかに困こん惑わくが混まじった。

「ファウスト……でもなにか違う……」

　小さなつぶやきが漏もれる。おそらくそれはファウストには届とどかなかっただろう。

　しかし、それを聞いて表情を変えた者がいた。

「…………」

　ヘスだった。

　無む論ろん、そのことに気づいた者はいない。

　小樽はそれどころではなかった。ファウストの言葉が彼を焦あせらせている。

「ファウスト、どういうことだ！　ライムたちになにをした！」

「ここにいるクリーガァⅢを置いてきた。ただそれだけのこと」

「クリーガァⅢだと!?」

「我わがゲルマニアの科か学がく力りよくが乙女おとめ回かい路ろの戦せん闘とうアクセラレーション機能を上回ったということだ。マスケルで得た生せい体たい技ぎ術じゆつを加か味みした史し上じよう最さい強きようのセイバー……それがクリーガァⅢだ」

「そいつらをライムたちに……！」

「もう決けつ着ちやくがついたことだろう」

「クッ！　ローレライ！」

　小樽はローレライのほうを振ふり向いて叫さけんだ。

「オレをすぐに地上に戻してくれ！　ライムたちのもとへ！」

「えっ!?」

「あいつらのもとに行ってやらなきゃ！　ライムたちが危あぶないんだ！」

「…………」

　困こん惑わくした表情がまたもローレライの顔に浮うかんだ。

「小樽、あなたが行ってどうしようというのですか？　ファウストの言葉どおりなら、あなたが行こうとなにも変わりはしない」

「そうかもしれねえ！　けど……けど、オレはあいつらを守ってやるって約やく束そくしたんだ！　だから、オレは……！」

「…………」

　必ひつ死しの小樽の叫びはローレライの困惑の表情をますます強くさせた。




　リカイデキナイ……ウウン……リカイシタクナイノ……？




「小樽……あなたはここにいなければ……」

　ローレライは冷つめたく言い放はなとうとした。だが、最後まで言葉を紡つむげなかった。

「バカなことを言うな！　オレをすぐに戻せ！　ローレライ、あんたは自分の作ったマリオネットたちを見み捨すてる気か！」

「えっ……!?」

「あいつらはあんたにとってそれだけの存そん在ざいなのか！　あいつらはあんたの子供じゃねえのか！」

「そんなこと……考えたことも……」

　小樽の剣けん幕まくに、ローレライは完全に気け圧おされていた。

　ライムたちの存在。それはローレライにとっていったいなんなのか。

　皮ひ肉にくなことに、それは先ほどまで自分が小樽に突つきつけていた命めい題だいではなかったのか。

　状じよう況きようの劇げき的てきな変化は攻こう守しゆを逆ぎやく転てんさせてしまっている。まだローレライは小樽から答えを得えていないというのに。

　小樽のほうは完全に興こう奮ふんしていた。この瞬しゆん間かん、小樽の頭の中から女性復ふつ活かつという大たい義ぎは完全に消え去っていた。

　なにはなくともライムたち──彼女たちが小樽にとって世の中で一番大切なものなのだ。

　砂さ漠ばくに来たばかりのときに浮うかんだ予よ感かん。それは当たった。しかし、その後の、女性復活という大いなる目的の前に個人の幸しあわせは求めてはいけないという覚かく悟ご。それは完全に消え去っていた。

　エゴではない。愛だ。

　小樽がすべてを捨て去ろうとしたとき、最後の最後に残ったのはライムたちへの愛。それは今、証明されようとしている。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、ローレライは感動を覚おぼえていた。

　が、次の瞬間、すぐにその感動した自分に嫌けん悪おを感じる。




　イケナイ……ココデオタルノコトバニノッテハダメ……




　なにかがまだローレライの心を縛しばっていた。

　しかし、結けつ局きよく小樽の行動を妨さまたげる言葉は別の方向から来た。

　ファウストだった。

「間宮小樽、貴き様さまは地上に行くことはない」

「なんだと！」

　怒いかりを顔に出し、小樽はファウストをにらみつけた。

　だが、ファウストの冷たき仮か面めんは崩くずれない。

「わずかなりとはいえ、我がゲルマニアの栄光に泥どろを塗った罪をつぐなってもらおう」

「なにっ!?」

「クリーガァⅢよ」

　ファウストの言葉と同時に、二体のクリーガァⅢが前へ進む。

「間宮小樽を殺せ」

　ファウストの声が淡たん々たんと響ひびいた。
















第五章　地球













　　　　１




　二体のクリーガァケーニツヒ・クリーガアⅢの動きを人間の目で捉とらえることは不ふ可か能のうだったろう。

　ファウストの言葉の直後、クリーガァⅢは一いつ瞬しゆんにして小お樽たるの前に移い動どうしていた。

　そのまま小樽めがけて、鋭するどい手しゆ刀とうが繰くり出だされる。

「！」

　心しん臓ぞうを貫つらぬかれた小樽は絶ぜつ命めいし、すべてが終わる──いっさいの邪じや魔まが入らなければ。




　ガンッ！




　二本の腕うでは小樽の直前で弾はじかれていた。

　透とう明めいな障壁シールドが突とつ如じよ小樽の周しゆう囲いを覆おおい、クリーガァⅢの攻こう撃げきから守ったのだ。

「こいつは……!?」

「……！」

　わずかにファウストが不ふ快かいな表情を見せる。

　彼の冷つめたき視し線せんはローレライに注そそがれていた。

「なぜ邪魔をする？」

　だが、ローレライも負けずにキッとファウストをにらみ返した。

「私は小樽に用があるの。邪魔をしているのはあなたよ、ファウスト！」

「ローレライ……」

　小樽は驚おどろいた表情でローレライを見た。目の前のローレライに助けられたということに対しては、正しよう直じき意い外がいな印いん象しようを受けていた。今までのローレライの態たい度どからして、助けられるとは思っていなかったのだ。

　ローレライは少し哀かなしみを顔に出して言った。

「目の前で人が死ぬのはもう見たくないわ……」

「…………」

　先ほどまでの考えはその言葉で大きく変わっていた。彼女の哀しみの意い味みを小樽は理り解かいできたのだ。

　彼女は目の前で人が死んだところをはっきりと見たことがある。そして、それが恐おそろしくショックであったのだろう。

　いったいだれの死か──

（それはおそらく……自分自身……）

　ローレライの哀しみの一いつ端たんを知ったとき、小樽は改あらためてそれを思い出していた。

　乙おと女め回かい路ろ。

　目の前にいるローレライはこのテラツーで最初の乙女回路を持ったマリオネットだという。人間のローレライによって作られたマリオネット──

　そう、それはライムたちと同じ。同じなのだ。

　心を持った機き械かい。

（えっ……？）

　なにかが小樽の心の中で広がっていく。そう、ローレライとライムたちの共通のなにかが。

　想おもい。共通の想い。彼女たちの心がいつも叫さけんでいること。

　それは──

　しかし、小樽の思し考こうはそこで打ち切られた。

「フン……人が死ぬのは見たくないとはよく言ったものだ」

　ファウストの冷れい笑しようが飛ぶ。

　ローレライと同じく小樽はファウストを険けわしい表情でにらみつけた。ローレライの気持ちを踏ふみにじるその言葉に対して。

　無む論ろん、そのようなことで動じるファウストではない。冷つめたい笑えみを浮うかべたまま、ファウストは小樽にとって驚おどろくべきことを言った。

「テラツーの滅めつ亡ぼうを……人間の滅亡を願う機械がなにを言うか」

「えっ……？」

　ファウストの言葉に、小樽の表情は思わず強こわ張ばる。

「…………」

　ローレライのほうは唇くちびるを噛かみしめ、ファウストをにらんだままだ。しかし、それを否ひ定ていする言葉は……出ない。

「テラツーの滅亡を……願う!?」

「間ま宮みや小樽よ、死ぬ前に教えてやろう。このローレライには女性を復ふつ活かつさせようなどという考えはこれっぽっちもない」

「うそだ！」

「フ……まだわからぬか。この女は男を憎にくんでいるのではない。人間という生き物すべてを憎んでいるのだ」

「うそだ！　うそだろ、ローレライ！」

　小樽はローレライを見た。

　ローレライは黙だまっている。硬かたい表情のまま、立ちつくしている。

　その視線が小樽のほうに向く。

「！」

　小樽は愕がく然ぜんとその視線を受け止めていた。

　哀しく……そして冷たい。

「そう……なのか？」

「…………」

「あんたは人間すべてを憎んでいるのか？」

「…………」

「女性復活はあり得えないのか？」

「…………」

「人が滅亡することを願っているのか？」

「…………」

　ローレライは答えない。ただ、冷たさと哀しみの入り混まじった視線を放はなつだけだ。

「そんな……うそだろ、ローレライ……うそだ！　じゃあ、なんであんたはライムたちを作ったんだ？　なんで三〇〇年もの間待ち続けたんだ？」

「フフ……甘あまい男だ、間宮小樽」

「なんだと!?」

「ローレライの目的……それは人類の滅亡をこの目で見ることだ。家いえ安やすはその道どう化けを演えんじたというわけだ」

「黙れ、ファウスト！」

　小樽は叫ぶ。

　否定して欲しかった。でなければ小樽の想いが……いやそれだけでなく、すべての人間たちの行ゆく末すえが終わりを告つげる。

「…………」

　だが、ローレライはやはり黙ったまま。

　それでも小樽はローレライを信じようと思った。信じるしかなかった。

「ファウスト、おめえ、元はこの人の恋人だったんだろ！　三〇〇年前、愛し合っていたんだろ！　それを……よくもそんなふうに……」

「フン……」

　ファウストの顔にはっきりとした感かん情じようが浮うかぶ。

　それは嫌けん悪お──

「愛……私のこの世で最もつとも憎むべきものだ！　愛など、この世に必ひつ要ようない！」

「なんだと！　おめえだって、乙女回路を持つマリオネットたちを目め覚ざめさせたじゃないか！　ティーゲルたちはおめえのことを……」

「やつらは試ためしでしかない」

「なにっ!?」

「おまえがローレライに試されているのとは違ちがい、私は自分自身を試した。三〇〇年前の失しつ敗ぱいを繰くり返かえさないために」

「ファウスト、てめえは……！」

　呆ぼう然ぜんとなる小樽の前で、ファウストは激げつ昂こうし、叫さけんでいた。

「得えた結けつ論ろんは愛がいかに無む力りよくかということ。くだらぬ！　実にくだらない！　なにが愛だ！　最悪だ！　かつて愛などというもののおかげで私は生しよう涯がい最大のミスをした。この私が世界を滅めつ亡ぼうさせるところだったのだ！　愛などというくだらない感情に躍おどらされたばかりに！」

　凄すさまじいまでの憎にくしみがそこにはあった。愛というものに対する限りない憎ぞう悪お。黒き怨おん念ねん。

「う……」

　小樽すら気け圧おされるほどの感情の高ぶり。

　が、それも一いつ瞬しゆんのこと。

　次の瞬しゆん間かんには、ファウストの表情は元の冷れい静せいなそれに戻もどっていた。

「間宮小樽……私がなにを考えているかわかるか？」

「えっ!?」

「私が考えていることはただ一つ……このテラツーの人類の繁はん栄えいだ」

　意外な言葉がファウストの口から出る。けれど、小樽は素す直なおには受け取らなかった。

「……おまえの支し配はいするテラツーだろ」

「そのとおりだ。今、テラツーは未み曾ぞ有うの危き機きに陥おちいっている。予よ想そうされた危機だ。この危機への対たい処しよを真しん剣けんに考えてきたのは私ただ一人だ」

「違う！　将しよう軍ぐん様だって……」

「フ……家安はローレライの言葉に躍らされていたに過ぎない。この危機は鉄の意い思しを持つ指し導どう者しやによってのみ克こく服ふくされる」

「それがてめえだというわけか！」

「そうだ」

「そんなこと……」

「では聞こう、間宮小樽。もしこのローレライがいなかったら、おまえはどうやって女性を復ふつ活かつさせる？」

「えっ？」

　思わぬ質しつ問もんに、小樽は気が殺そがれたように言葉に詰つまってしまう。

　ファウストの顔にはっきりと侮ぶ蔑べつの表情が浮かんだ。

「ローレライに頼たよることだけを考えてきたおまえや家安ではわかるまい！　所しよ詮せん、おまえたちは小しよう人じん！　支配される側がわの人間なのだ！」

　それだけ言い放つと、ファウストの視線はローレライに向いた。もはや小樽のほうには関かん心しんがないと言わんばかりに。

「なんだと！　やい、ファウスト！」

　実じつ際さい、彼は小樽の叫びに反応しない。

「閣かつ下か」

　それまで黙だまって成り行きを見つめていたヘスが口を開いた。

「間宮小樽の処しよ刑けいは後回しでよろしいかと」

「……そうだな。では、ローレライ、答えてもらおうか」

　続いてのファウストの言葉に、小樽の表情は怪け訝げんなそれに変わった。

「恒こう星せい間かん飛ひ行こうの技術データの在あり処かと……正せい確かくな地球の位置を」

「…………」

　ローレライは相あい変かわらず冷たい表情のまま、ファウストをにらみつけていた。




　　　　２




　ズガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　一面に火の海が広がっている。

　銃じゆう声せいが響ひびき、鉄と鉄が弾はじき合う音もそこかしこで聞こえる。




　シャッ！




　薙なぎ刀なたが一いつ閃せんし、赤毛の首が地面に落ちる。これでいったい何体目だろうか。

「はっ！」

　すぐ横で剣けんが横よこ殴なぐりに走り、赤毛の胴どう体たいが上下に離はなれていた。

　そして爆ばく発はつ。

　眉び目もく秀しゆう麗れいな二人のセイバーがそれぞれ薙刀と刀かたなを収おさめた。

　玉たま三さぶ郎ろうと梅ばい幸こう。そう、中身はジャポネス将軍徳とく川がわ家安とその側そつ近きんの大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんであった。

「こんなことが……」

　砂すなの上に倒たおれ込んだ男がつぶやき、息いき絶たえた。ゲルマニアの将しよう校こう服ふくを着ている。

　この男が抵てい抗こう者しやの最後の一人のようだった。戦せん闘とう終しゆう了りようまでほんの数分しかかかっていない。

　この瞬しゆん間かん、ニューアリゾナ砂さ漠ばくの一いつ角かくでファウスト総そう統とうの帰き還かんを待っていたゲルハルト師し団だんは壊かい滅めつした。

　周しゆう囲いに群むらがるのは橘きつ花か、桜おう花かの大だい部ぶ隊たい。そして、それらに混まじっているのは西安シーアンの主力セイバー・朱す雀ざくであった。

「家安、ひさしぶり。変わりなくと言いたいが、ずいぶんと変わってしまったな」

　巨きよ体たいを誇ほこる超ちよう飛ひ将軍を引き連れて、西安主しゆ席せきである王おう庸よう平へいが玉三郎の前に現れていた。

「王庸平か……約やく束そくどおり、よく来てくれた」

「住民は疎そ開かいさせ、西安は放ほう棄きしてきた。これでもう戻もどるところはないな」
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「うむ……ジャポネスもだ。この賭かけに勝たなければゲルマニアのものとなる」

　ジャポネスも西安も、この時点では人間が一人もいなくなっていた。すべての住人は近くの断だん層そうの奥おくに疎開したのだ。

　空からになった街まちはやがてゲルマニアの知るところとなり、占せん領りようされるのは間ま違ちがいない。

　敢あえて都市──それは国と言い換かえてもいいかもしれないが──を放棄したのは兵力の問題のためだった。

　都市を防ぼう衛えいしようとすると、派は遣けんのための部隊の数がどうしても足たりなくなる。そのため、ジャポネスも西安も都市を防衛するほうをやめたのだ。

　今、ジャポネスと西安の全軍はニューテキサス近きん郊こうのこの砂漠にいる。

　すべては小樽のためだった。

　この大部隊は小樽が女性復ふつ活かつを成し遂とげた後、小樽とまだ見ぬ女性の護ご衛えいとなる予定だった。

「小樽殿どのは今、砂漠のどこかで……」

　超飛がそうつぶやきながら砂漠の奥を見た。

　玉三郎も梅幸も、王庸平もそちらに視線を向ける。

「どのみち小樽が失しつ敗ぱいすればこの世界は滅ほろぶ……そう悪い賭けではないな」

　王庸平が言った。

「小樽……」

「…………」

　玉三郎と梅幸はじっと砂の彼方かなたを見つめ続けていた。




　　　　３




　ライム、チェリー、ブラッドベリーの三人は必ひつ死しに戦たたかっていた。

「ボクは勝つんだ！」

　ライムが叫さけびながら蹴けりを放はなつ。

「行きますわよ！」

　チェリーが巧たくみに掌しよう底ていを繰くり出していく。

「おらおらおらおらおらおらおらッ！　壊こわれちまいなッ！」

　ブラッドベリーは拳こぶしの連れん続ぞく技わざだ。

　どの顔にも余よ裕ゆうはない。だが絶ぜつ望ぼうしてはいない。

　負けられなかった。背はい後ごで見ているティーゲル、ルクス、パンターのためにも。そして、なによりも小樽のためにも。




　シャッ……




　しかして、そんなライムたちの必死さをあざ笑うかのように、それぞれのクリーガァⅢは難なんなくその一いち撃げきを避よけていた。

　それだけでなく、続けざま反はん撃げきに移うつる。




　ザッ！




　正せい確かく無む比ひな手しゆ刀とうの一撃──

　金きん髪ぱつの髪かみを振ふり乱みだして放ったそれは確かく実じつにライムたちの身体からだをとらえる。




　ドシュッ！




「わっ！」

「きゃっ！」

「野や郎ろうッ！」

　ライムは腕うでに、チェリーは肩かたに、ブラッドベリーは腹はらに、それぞれ手刀は喰くい込こんだ。

「ライム……！」

「チェリー……」

「ブラッドベリー！」

　それは見ているだけのティーゲル、ルクス、パンターからは致ち命めい的てきな一撃に見えた。

　三人の身体が崩くずれ落おちていく──その光こう景けいを予よ想そうして、ティーゲルたちは暗あん澹たんたる気持ちに襲おそわれる。

　だが、予想は当たらなかった。

「えっ!?」

　ライムたちは倒たおれなかった。

　それどころか、すぐに反撃を開かい始ししたではないか。

「勝つんだぁ！」

「このォ！」

「死ねよ、バカ野郎ッ！」

　それは信じられない光景だった。

　クリーガァⅢの手刀を受けた部ぶ位いからは火花すら散ちっている。それなのにライムたちの攻こう撃げき速度は衰おとろえないのだ。いやむしろ、上がってさえ見える。

　肉を切らせて骨を断たつ──

　ライムたちの身体に手刀を突き入れたことで、クリーガァⅢの回かい避ひの動きは一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　これほどの戦いではその一瞬の遅れが大きなダメージに繋つながりかねない。




　ドゴッ！




　ライムの回まわし蹴げりが眼がん前ぜんのクリーガァⅢの腕にヒットする。それは見み事ごとに肘ひじの関かん節せつを砕くだいていた。




　バンッ！




　チェリーの手刀は太ふと股ももをとらえた。クリーガァⅢの身体がぐらつく。




　ズゴォォォッ！




　ブラッドベリーの攻撃は一番派は手でに決まっていた。拳が腹を貫つらぬいている。

　いずれも見事な一撃。ライムたちの攻撃がクリーガァⅢに決まったのは初めてのことだった。

　しかし、それは致ち命めい傷しようではない。




　ザッ！　シャッ！




　やはり反はん応のうは素す早ばやいものだった。

　ライムたちに喜よろこぶ暇ひますら与あたえず、クリーガァⅢのさらなる反撃が始まる。

　いずれも腕を振ふり抜ぬいて、確実にライムたちの身体をとらえる。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁっ！」

「うぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ライムたちは大きく吹ふき飛ばされた。




　ズシャァァァァァァァァァァッ！




　後方で身体が大きく砂にめり込む。

「ライム！」

　たまらずティーゲルはライムのもとに駆かけつけた。

　見ればルクスもパンターもそれぞれチェリー、ブラッドベリーのもとに駆けつけている。

「大だい丈じよう夫ぶか、ライム！」

　ティーゲルはライムを抱だき起こす。次の瞬しゆん間かん、ティーゲルは「あっ！」と思わず声を出しそうになった。

　ティーゲルの腕の中で、ライムは笑えみを見せていた。

「大丈夫だよ、ティーゲル」

　クリーガァⅢの攻撃で身体のあちこちがむき出しになっている。そんな状じよう況きようでなおかつティーゲルのことを気き遣づかって浮かべられた笑み──

「ボクは平気だよ！　だから安心して見てて！」

「…………」

　ティーゲルは涙なみだが出そうになっていた。

　同じ光景はチェリーとブラッドベリーのもとでも繰り広げられていた。

「ちょっと油ゆ断だんしましたけど、今度は大丈夫ですわ！」

「…………」

「次で決めて来るぜ！　なに、もうちょっと待ってろよ」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとなるティーゲルたちの前で、ライム、チェリー、ブラッドベリーは起き上がる。

　三人は笑顔のままで言った。

「ボクは負けない！　小樽のためにも！」

「勝ってマスターをお待ちするんです！」

「さあ、行くぜ、今度こそ！」

　神こう々ごうしい──そんな言葉が妥だ当とうなのかもしれない。このときのライムたちの姿すがたはまさにそれだった。

　人を思いやる気持ち。そんな心の働はたらき。ティーゲルは素す直なおに感動していた。

　しかし、次の瞬間、現実を思う。クリーガァⅢは強い。どんなにライムたちが必ひつ死しになっても今のままで勝てる可能性は……ない。

「ティーゲル」

　三み度たび相手に向かっていくライムたちの後ろ姿を見つめながら、ルクスが口を開いた。

「彼女たちはこの瞬間も成せい長ちようしているわ。攻撃力が上がっている。今度相手の身体をとらえることができれば勝てるかもしれない」

　ルクスがなにを言いたいのかわかる。

「けれどそれには……」

「そう……あの娘こたちが相手の攻撃を避よけることが絶ぜつ対たい的な条じよう件けん。次に攻撃をヒットされたら、おそらくは……」

「…………」

　ティーゲルはルクスとパンターを見た。

　ティーゲルの考えがわかったのか、二人は静かにうなずいた。




　三度目の攻こう防ぼうが始まった。

　ライム、チェリー、ブラッドベリー……いずれの戦場でも軽いジャブの応おう酬しゆうが起こる。




　シャッ！　ダッ！




　縦じゆう横おう無む尽じんに移い動どうを繰くり返し、お互たがい相手の隙すきをうかがう。

　なかなか踏ふみ込むことはない。お互い、知っているのだ。次の一撃がすべてを決するということを。

「…………」

　もうライムもチェリーもブラッドベリーも言葉を発しなかった。

（小樽……）

（マスター……）

（小樽……）

　このとき三人の頭に浮かんだのは小樽の笑え顔がお──

（小樽、ボクに……）

（あたしに……）

（力をくれ！）

　──勝つ。

　──生き残る。

　なぜなら、愛する者のそばにいたいから。愛を感じていたいから。

　いや、もっとそれは単たん純じゆんなことか。

　小樽にもう一度逢あいたいから。




（小樽ッ！）




　三人の中でその想いが爆ばく発はつしたとき、それは突とつ然ぜん来た。

　クリーガァⅢがついにその必ひつ殺さつの一撃を放ってきたのだ。

　ライムたちも負けじとカウンターを狙ねらって拳を放つ。

　それにすべてを賭かけて。

　だが、如何いかんせん、もしその一瞬を肉にく眼がんで見ることができれば、歯がゆい思いに駆かられるだろう。

　ライムたちの動きのほうがほんの少しずれている。

　クリーガァⅢの攻撃は確実にライムたちに致ち命めい傷しようを与えるだろう。ライムたちよりも早く。

　冷れい徹てつな殺人機械の前に、必死な想いは無力だった。

　奇き跡せきは起きない。

　……彼女たちだけでは。




　ドシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




　マリオネットの身体を貫つらぬく、いやな音が響ひびく。

　クリーガァⅢの拳は確実に身体にめり込んでいた。深く彼女に。

「ティーゲル……!?」

　それはライムの眼がん前ぜんに飛び出してきたティーゲルの身体に。

　ティーゲルだけではない。

　チェリーの前ではルクス。

　ブラッドベリーの前ではパンター。

「ルクス、あなた……！」

「パンター！」

　彼女たちの顔に浮かんだのは微笑ほほえみ。

　ティーゲルたちがライムたちに感じたものとまったく同じものをライムたちも感じていた。

　──神こう々ごうしい。

「私たちはファウスト様の姿をした者に拳を向けることはできない……でも、受けることはできる……」




　声なき声がライム、チェリー、ブラッドベリーの心に響ひびいた。
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第六章　真実は今













　　　　１




「ティーゲルゥゥゥッ！」

　ライムは叫さけんでいた。自分のために身を投げ出した友への想おもい──それが心の底からの咆ほう哮こうとなってほとばしっていた。

　そして、もはや当とう然ぜんのようにその叫びはライムの力を何倍にも増ぞう幅ふくする。それが心の力。それは乙女おとめ回かい路ろとて同じだ。

　叫び声とともに、ライムの拳こぶしはクリーガァⅢケーニツヒ・クリーガアの胸をまともに捉とらえていた。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　拳は胸むな板いたを貫つらぬき、中の動どう力りよく回かい路ろをすべて破は壊かいして反対側に飛び出す。

　クリーガァⅢは胸に大穴を開け、動きを止めた。

　残りのクリーガァⅢも同じように動きを止めていた。首を吹ふき飛ばされた、上半身をバラバラにされたという違ちがいはあれど。

　だが、そのときにはもうだれもクリーガァⅢのほうを見ていなかった。

「ティーゲル！」

「ルクス！」

「パンター！」

　ライム、チェリー、ブラッドベリーはそれぞれ自分の身み代がわりになったマリオネットを見つめていた。目に涙なみだを浮うかべて。

　反対にティーゲル、ルクス、パンターのほうは微笑ほほえんでいた。

「泣かないの、ライム……勝ったんだから」

　ティーゲルがやさしくライムに語りかける。それはテラツーに生まれ育った者がもはや忘れてしまった光こう景けいだったかもしれない。子供に語りかける母親──

「ティーゲル……」

「ライム、それにチェリー、ブラッドベリー……よく聞いて。あなたたちは小お樽たるのもとに行きなさい」

「えっ!?」

　三人は驚おどろいたようにティーゲルを見た。

「だれかを好きという気持ちの前に、理り性せいとはなんともろいもの……。わかっていたつもりでも好きという気持ちを納なつ得とくさせることはできない。そして必ず後こう悔かいすることになるわ……なぜあのときそうしておかなかったのだろう、と」

　ティーゲルの口く調ちようは淡たん々たんとしていた。が、それでいて強い意い志しを感じさせた。

「あたしたちはずっとファウスト様のことを想おもっていた。けれど、小樽との日々はその想いを忘れさせた。本当はしっかりと自分たちで決着をつけておかなければならなかったことなのに……。その結けつ果かは……もう言わなくてもわかってるわね……」

　ティーゲルは微笑んだ。それは己おのれへの嘲あざけり。

「今、あなたたちはだれもが小樽への想いで爆ばく発はつしそうになっている。小樽がそばにいてくれないことで不ふ安あんで不安でしょうがなくなっている。でも、それを我が慢まんしようとしてる……それは間違いよ。絶対に後悔することになる……」

　ティーゲルはライムの手を握にぎった。

「ライム……」

「ティーゲル……」

「小樽のことが好きならば……小樽とともに生き続けるのなら……今は小樽のもとに行きなさい。小樽と苦しみを分かち合って生き続ける……それが愛」

「ボク……」

　見れば、ルクスもパンターもそれぞれチェリー、ブラッドベリーの手を握りしめていた。

「チェリー……がんばって」

「ルクス……」

「ブラッドベリー……小樽のこと、好きだろ」

「パンター……」

　ティーゲル、ルクス、パンターにはどこか超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きがあった。悟さとったような静かな表情でライムたちを見つめている。

　ライムたちのほうは泣いていた。感情があふれ出てきて、もう止められない。

「ティーゲルたちはどうするの？」

　涙声でライムが言った。真まっ直すぐ、ティーゲルの目を見つめて。

「あたしたちはもう……」

　弱々しくティーゲルは答え、目を閉じた。クリーガァⅢの攻こう撃げきはティーゲルたちの動どう力りよく炉ろを傷つけていた。乙女回路へのエネルギーも切れかかっている。人間でいう死がゆっくりと近づいてきていた。

「それに、あたしたちは……今さら小樽に会うことはできない……」

　ティーゲルも、ルクスも、パンターも自分のことがはっきりとわかっていた。あの瞬しゆん間かん、自分たちは小樽ではなく、ファウストを選んだということが。彼女たちの心からファウストは消えていなかった。いや、消せなかった。

　ファウストに完全に捨すてられ……だから小樽に戻もどる──そんなことはもうできない。人の心を持つ者としてそんなことは。

「だめッ！」

　叫び声に、ティーゲルは思わず目を開けてライムを見た。

「ライム……？」

　ライムは怒おこっていた。キッとティーゲルをにらみつけ、小こ刻きざみに震ふるえていた。

「そんなこと言っちゃダメ！　ボク、怒るよ！　小樽もきっと怒るよ！」

「ライム……!?」

「だれかを好きになったから別の人を好きになっちゃだめなんてウソだよ！　じゃあ、ボクは小樽が好きだから、ティーゲルを好きになっちゃだめなの!?　みんなのことを好きになっちゃだめなの!?　人を好きになるっていけないことなの!?」

「ライム……」

　ティーゲルは目に涙を浮かべていた。目の前の純じゆん粋すいな少女は自分のことをこんなにも考えてくれている。そして、彼女自身も一いつ生しよう懸けん命めい成長しようとしている。

　ライムの言葉はティーゲルだけでなく、その場にいる全員、そして自分自身にも向けられていた。

「ボク……小樽のこと好きになって……ずっとずっと好きで……あるとき、ボクだけの小樽でいて欲しいって思ったけど……でも……でも……本当はどうすればいいのかぜんぜんわからない！」

　説せつ得とくしようとか、いいわけしようとか、そんなことをライムはまるで考えていなかった。ただひたすら感情をぶつけていた。みんなに。自分に。

「好きになるってこんなにも苦しくて、こんなにもつらくて、こんなにも考えなきゃいけなくて……わかんないことだらけ！　どれがよくてどれが悪いなんてなにもわからない！　でも、だから……だから……」

「…………」

　だれもなにも言わない。ただ、ライムの言葉だけがあたりに響ひびく。

「ボクは人を好きになってよかったと思う。小樽を好きになってよかったと思うんだ」

　そう言って、ようやくライムは笑った。涙はまだ流れていたが、スッと自然に満足げな微笑ほほえみが生まれた。

　悩なやんで悩んで、いろいろな想いが交こう錯さくして、頭の中がグチャグチャになって、その中でただ一つの真実は──




「小樽が好き」




　それがすべて。すべてはそこから始まり、そこで終わる。欲よく望ぼうや嫉しつ妬と、哀かなしみや怒いかり。あらゆる感情がわき起ころうと、すべてはそのただ一つの事こと柄がらに戻っていく。

　ライムは言いたかったのだ。ティーゲルたちがさまざまな想いに駆かられたのも「小樽が好き」だから。そして、そうだからこそここでリタイアすることはできない、と。すべての殻からを捨すて去さったとき、そこに残った想いが「小樽が好き」ならば、決して死んではだめなのだ、と。

「あたしもマスターが好き」

　チェリーが言った。

「あたしも小樽が好きだ」

　ブラッドベリーが言った。

「私も小樽様が好き」

　ルクスが言った。

「オレも小樽が好きだ！」

　パンターが言った。

「あたし……あたしも小樽が好き」

　ティーゲルも言った。

　すべてはそこから始まる。そしてそう気づいたとき、次に来るのは──




「好きだからこそ」




「あたしは好きだからこそ、生きたい！」

　ティーゲルが叫さけぶ。

「私も生きる！」

　ルクスが叫ぶ。

「オレもだ！」

　パンターが叫ぶ。

「あたしゃ好きだから行くよ！　小樽のもとに！」

　ブラッドベリーが叫ぶ。

「あたしだってマスターのそばにすぐに！」

　チェリーが叫ぶ。

「ボク、小樽と一いつ緒しよにいたい！　好きだから！　小樽のことが好きだから！」

　ライムが思いっきりこれ以上ないほど感情を込めて、心の奥おくから叫んだ。

　想いは一つ。

　そしてそれは六人のマリオネットだけではなかった。

「しょうがないなぁ、ガラクタども」

　さっきまで姿すがたを隠かくしていた花はな形がたがいつの間にかそばに立っていた。

「ボクがティーゲルたちを見ていてやるから、ライムたちは小樽クンのもとに行けよ」

「えっ!?」

　花形は口くち許もとに今までマリオネットに見せたことのない、好このましい笑えみを浮かべていた。

「しょうがないじゃんか。ボクだって小樽クンのことが好きなんだ！　好きだからこそ、小樽クンが一番喜ぶことをしてやりたいさ……くやしいけど」

「花ちゃん……」

「マリオネットの修しゆう理りはできないけど、救きゆう援えんを呼ぶことくらいはできるぞ！　こう見えても天下の大だい財ざい閥ばつ、上じよう州しゆう屋やの跡あと取とり息むす子こ様だ！」

　花形はさっそうと通信機を取り出した。

「花はな公こう……」

　全員がポカンと花形のほうを見ている。

「どうした!?　感動のあまりオシッコちびったか!?　さもありなん！　けど、たまにはボクだって……」

「花形さん、せっかくですけど、通信機の必要はないみたいですわ」

「いっ!?」

「そういうことじゃ」

「えっ!?」

　声に振ふり向いた花形はカクンと口を開けたまま、動かなくなった。

　玉たま三さぶ郎ろうと梅ばい幸こうが立っていた。いや、彼らだけではない。何千何万という部ぶ隊たいが一いつ緒しよだった。

「ジャポネスと西安シーアンの軍隊!?」

「将しよう軍ぐん様、いったいこれって……？」

　不ふ思し議ぎがるマリオネットたちに、玉三郎──家いえ安やすは明めい確かくな答えを与あたえなかった。顔に焦あせりの表情が出ている。

「ファウストは地下か？」

「ええ」

「いかん……急がねば!?」

「えっ？」

「小お樽たるが危あぶない！」

　その言葉ほど今のセイバーマリオネットたちに、次なる行動を決めさせるものはなかった。




　　　　２




「恒こう星せい間かん飛ひ行こう……？　正せい確かくな地球の位置だって……？　いったいなにを企たくらんでいる、ファウスト!?」

「わからぬか」

　ファウストの口許に笑みが浮かぶ。自じ賛さんと相手への嘲ちよう笑しようとが入り混まじった微び笑しようが。

「まさかおめえ、地球へ向かおうっていうのか……!?」

　そこまで言ったとき、小樽は知った。ファウストの口許の笑みが強くなったことを。

　そして気づいたのだ。自みずからの言葉の誤あやまりを。

「地球を征せい服ふくしようっていうのか!?」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、小樽はつぶやくように言った。

「そのとおりだ」

「そんなことが……」

「可能だ！　まだ真実がわからぬようだな。我わがゲルマニアが存そん在ざいしたのはすべてそのためにあった」

「……！」

「ゲルマニアが世界を支し配はいせねばならなかったのも、強大なる地球と戦うためだ。一連のクリーガァ・シリーズの開発は強力な兵士を作り出すため。その意い味みでは間宮小樽よ、おまえたちは実験相手としては役に立った」

　嘲あざけりの言葉がまたしてもファウストから飛ぶ。

　が、普ふ通つうなら怒おこる小樽も、このときばかりは呆然としたままだった。

　地球征服──

　それは明らかに小樽の想そう像ぞうを超こえていた。

「フフン……」

　その小樽の表情を見て、ファウストはますます嘲りの笑みを強くした。

「間宮小樽よ、ならばもっとはっきりと教えてやろう」

「えっ!?」

「なぜ私が地球をそこまで欲ほつするか」

「……!?」

「それがすべて生なま身みの女性のためだと知ったらおまえはどう思う？」

「……！」

　一瞬、小樽の頭の中が空白になる。生身の女性のため。それは人間の女性を手に入れるため、というわけだ。

　テラツーの繁はん栄えい──それが常に頭にあるとファウストは言った。そして、そのためにはやはり女性の復活は欠かせない。ファウストもやはり同じことを考えていたのだ。

　だが、それは小樽と単に方法が違うだけと言い切れるか。

　──否いな。

　小樽は大きく首を振っていた。

「ファウスト、てめえはやっぱり間ま違ちがってるぜ！　そう考えているんなら、なぜ地球の人たちと話し合おうとしねえんだ!?　征服だなんて、そんな……」

　だが小樽の言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられた。憎しみの込められた鋭するどい声で。

「黙だまれ、間宮小樽！」

　思わず小樽も気け圧おされたように黙り込む。

　それほど凄すさまじい怒いかりをファウストは露あらわにしていた。

「貴き様さまになにがわかる!?　我われらオリジナルの想いが！」

「オリジナルの想い……？」

「そうとも！　地球に捨すてられた私の気持ちが！　私は誓ちかったのだ……必ず復ふく讐しゆうしてやる、と」

　地球に捨てられた──小樽には信じられなかった。星せい間かん移い民みん船せんメソポタミア号は人類にとって希望の〝箱はこ船ぶね〟ではなかったのか？　それが棄き民みんとはいったい──

　それまで黙っていたローレライが小樽に向かって静かに言った。

「小樽……ファウストの言っていることは事実です」

「えっ!?」

「人口爆ばく発はつに悩なやむかつての地球がとった方ほう策さく……それは移民の名を借りて、宇宙に人間を捨すてることだったのです」

「…………」

　小樽は声もない。いったい地球とはどんなところだったのか。

　今まで、小樽が、いや一いつ般ぱんのテラツーの人々が地球という人類の故こ郷きように対して抱いだくイメージは〝母なる星〟〝男性と女性が暮くらす聖せい地ち〟──そういった好意的なものだった。それがまるで違うという。

「為い政せい者しやたちは思っていたのです。地球から人を合法的に減へらし、選ばれた者だけを生き残らせよう、と。外に出ていく移民船が別の居きよ住じゆう可か能のうな天体にたどり着くことなど、万に一つもあり得ないことでした。しかし、そこに奇き跡せきは起こりました……」

「それがこのテラツーってわけか……」

「そうです。無む論ろん地球はこのテラツーのことを知りません。もし地球が初期の段だん階かいでこのテラツーのことを知れば、彼らのほうがこのテラツーを征服しようとしたかもしれません」

「……！」

　地球テラとテラツー。選ばれた人間と捨てられた人間。そして、復讐──

　それは小樽にとって思いもよらぬ事実だった。六つの都市国家から成るこのテラツーだけを見つめて生きてきた小樽にとっては。だからといってファウストの言葉に納なつ得とくしたわけではなかった。

「オレはそれでも争いはいやだ……地球を征服しようなんて考え、間違ってると思う」

「軟なん弱じやく者ものめが」

　ファウストは憎しみすらこもった目で小樽を見る。

　けれど、もう小樽はひるまなかった。

「捨てられたからくやしいってのはわかるさ……けど、オレたちはもうこの星で三〇〇年も生きてきたんだ！　今さら地球のことなんか持ち出されて、はいそうですか、なんて納得できねえ！　ファウスト！　もしおまえさんが三〇〇年の間、復讐だけを考えて生きてきたとしたら……おめえは哀あわれすぎるぜ！」

「黙れ！」

「ファウスト！　復讐、復讐っていうがな！　なら、ローレライの復讐ってヤツはどうなる!?　おまえさんに殺されたローレライの復讐は!?」

「……！」

　初めてファウストが言葉を詰つまらせた。

　ローレライも驚おどろいたように小樽を見る。

　そしてもう一人、ヘスは唇くちびるをかみしめて小樽のほうに顔を向けていた。

「ファウスト……おまえさん言ったよな。ローレライは三〇〇年前のことを恨うらみ、人類を救うつもりがねえって……。それもまた復讐だ」

「…………」

「おめえが復讐を声こわ高だかに叫べば、ローレライの心が開かれることはねえぜ！　今はそんなふうに思ってる場合かよ!?　哀かなしすぎねえか……復讐、復讐って言っている姿は……」

「…………」

　ローレライはじっと小樽を見つめていた。それは冷たい表情ではなかった。怒りと哀かなしみの入り混じった視し線せんが小樽に向かっている。感情が彼女の顔に表れている。

「黙れ、黙れ、黙れぇぇぇぇっ！」

　ファウストの返答は憎しみの込められた怒ど声せいだった。

「貴様にものを教えてもらおうとは思わぬ！　私は間違っていない！　さあ、ローレライ、言うのだ！　恒星間飛行の技術と地球の位置を！　さもなくば貴様を破は壊かいする！」

「…………」

　沈ちん黙もくが突とつ然ぜん場ばを支し配はいした。

　ローレライは冷たい表情に戻り、ファウストを見つめる。

　ファウストは怒りと憎しみを顔に表し、突つき刺さすような視線をローレライに投げかける。

「…………」

　その光景はなんとも言えない哀しみを小樽にもたらしていた。二人はかつて愛し合った者同士だというのに──

「ファウスト」

　やがてローレライのほうが口を開いた。

「これはこの星に『メソポタミア号』がたどり着いてから一〇〇年の後に地球から宇宙のあらゆる場所に向けて発信された超光速通信ハイパーウエーブです」

「……!?」

「えっ……通信？」

　ファウストにも、小樽にも、そしてサングラスではっきりとはわからなかったがヘスにも、怪け訝げんな表情が浮かぶ中、そのメッセージは聞こえてきた。




〈……これを……もし……人類が……聞いてくれているのなら……幸運なことだ……もはや……地球に生き残っているのは……私一人かも……しれない……集団ヒステリー状じよう態たいに陥おちいった……人類が……行き着いたところは……自じ滅めつ……の道……であった……無意味な……自じ殺さつ的てき行こう為いが……頻ひん発ぱつし……ついに……戦争が……始まった……自動警けい戒かいシステムによる……熱ねつ核かく攻こう撃げきが……すべてを奪うばう……人類は……まもなく死に絶たえる……滅めつ亡ぼう……する……今となっては……宇宙に送り出した者たちの方こそが……希望だ……だれか……生き残って……人類の種しゆ……次の世代に……新たな楽園に……………………〉




　小樽も、ファウストも、ヘスも、愕がく然ぜんとした表情のまま動かなかった。言葉もない。

　メッセージの意味は明らかだった。

　それは地球の滅めつ亡ぼうを意味している。

「この通信の後、一年に数千回の割合で発信されていた超光速通信はいっさい途と絶だえました……疑うたがいなく……地球から人類は姿を消しました。もしかしたら、宇宙に残っている人類はこのテラツーにいる者たちだけかもしれません」

「…………」

　小樽は虚うつろな目でローレライを見ていた。突きつけられた事実は一瞬そういう状態に陥おちいってしまうほど重いものだったのだ。

　ファウストのほうは逆に目を血ち走ばしらせ、ワナワナと震ふるえていた。

「バカな……」

　かすれた声で短い一言が発せられ、その後、長い沈ちん黙もくの時間が訪おとずれた。




　　　　３




　地球は小樽にとって憧あこがれの地だった。

　男と女がいて、子供が生まれ、正常で誠せい実じつな生活の営いとなみがある。

　悠ゆう久きゆうの歴史と永遠なる輝かがやかしい未来がある。

　しかし、それは幻げん想そうと化かした。小樽の思い描いていた地球は、もうどこにもない。




「破は壊かいせよ」

　どのくらいの時間が経たったのか。

　ファウストの言葉で小樽は我われに返った。

「なんだって!?」

　小樽は驚おどろいたようにファウストを見た。

　そしてギョッとなる。

　ファウストの顔に浮うかんでいたのは狂きよう気きの笑えみだった。

「ふははははは……すべては無む駄だだったというのか!?　私がしてきたことすべてが無駄だったと……！」

「ファウスト！」

「もはやテラツーに未来はない。ならば、すべてをここで終わらせてくれる！」

「バカ！　ローレライと和わ解かいを……！」

「黙だまれ！　そのようなこと、この誇ほこり高い私にできると思うか！　殺やれ、クリーガァⅢケーニツヒ・クリーガアよ！」

　ファウストの声にクリーガァⅢが動いた。

　一体は小樽を襲おそい、もう一体は周しゆう囲いの機き械かい群ぐんへと突とつ入にゆうする。

「やめなさい、ファウスト！」

　ローレライの叫さけびとともに、天てん井じようから現れた銃じゆう口こうがクリーガァⅢを狙ねらう。

　だが、クリーガァⅢの動きは防ぼう御ぎよシステムを遥はるかに上回っていた。




　ガシャッ！　ドカッ！




　瞬またたく間に防御システムは破壊される。

　小樽のほうに向かったクリーガァⅢのほうはあの透とう明めいな壁かべがあるにもかかわらず、小樽に突とつ進しんした。

「うわっ！」

　ガンッ！




　結果はやはり前と同じだ。クリーガァⅢは壁に阻はばまれて大きく飛ばされる。

　が、次にクリーガァⅢのとった行動は小樽の予想を超こえたものだった。




　ドゴッ！　バギィィィィィィィッ！




「えっ!?」

　クリーガァⅢは床ゆかに大きく拳こぶしを入れていた。腕うでからは目に見えない微び細さいな振しん動どうがまき起こり、それは分子の単位で物を破壊していく。

「ああっ！」

　床があっという間に砂すなと化かし、小樽の身体からだは大きく投げ出された。透明な壁はその土台を失い消えてしまった。

「しまった！　小樽！」

　ローレライが叫ぶ。

　そのときにはもう小樽の眼がん前ぜんにクリーガァⅢが迫せまっていた。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　手しゆ刀とうが確かく実じつに小樽の心しん臓ぞうめがけて伸のびる。




　ガシィィッ！




　だが、その腕は直前で止められていた。小樽にとって最も見み慣なれた姿の者たちによって。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

「小樽、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ここはあたしたちにまかせてください！」

「おらっ！　あっちに行きやがれ！」

　ブラッドベリーがクリーガァⅢの腕をつかみ、そのままぶん投げた。

　壁に激げき突とつ……というわけにはいかなかった。クリーガァⅢは器き用ように壁に足をつき、反動でふたたび小樽たちに迫せまってきたのだ。

「地上にいたクリーガァⅢよりも動きが速い！」

　チェリーの言葉に応こたえるように、ファウストが叫んでいた。

「この二体は特別製だ！　もはや貴き様さまらに勝ち目はない！」
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　ガンッ！




「うわっ！」

「きゃっ！」

「このぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　一体のクリーガァⅢの前にライムたち全員がはじき飛ばされた。




　　　　４




　もう一体、機械群に向かったクリーガァⅢは破壊の悪あく魔まと化かしていた。




　バキィィィッ！

　ドゴォォォォォォォォォォォォォン！




　あちこちで火花が飛び、小さな爆発がいくつも起こる。

「やめなさい、ファウスト！」

　ローレライの声にも焦あせりの感情が混まざり始めている。

「私に命令を下せる者などおらぬ！」

　ファウストは冷たくローレライを見み据すえて言った。

「ならば実力で止とめるのみじゃな！」

「むっ!?」

　声とともに疾しつ風ぶうが破壊を続けるクリーガァⅢに向かう。




　シュガァァァァァァァァァァァッ！




　薙刀なぎなたと剣けんがクリーガァⅢを襲おそっていた。玉三郎と梅幸だった。

「家安か！」

　しかし、薙刀も剣もクリーガァⅢに容よう易いに止められてしまう。

「無駄だ、家安！」




　ザッ！




　クリーガァⅢの手刀が玉三郎めがけて繰くり出された。凄すさまじいスピード。玉三郎は動けない。

　だが、その前に影が躍おどり出ていた。




　ドシュッ！




「彦ひこ左ざ！」

「上うえ様さま……」

　梅ばい幸こう──大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんもティーゲルたちと同じ方法をとっていた。それしか選せん択たく肢しはなかったというのが正しいか。

　クリーガァⅢの手刀は梅幸の身体からだを貫つらぬいている。

　梅幸はそのままクリーガァⅢの身体にしがみついた。

「上様！　今です！　お早く！」

　梅幸の意い図とは明めい白はくだ。自分ごとクリーガァⅢを刺さし貫けということだった。

　玉三郎──家安は迷まよわなかった。彦左衛門の忠ちゆう心しんに報むくい、この事じ態たいを打だ開かいするにはそれしかないことがわかっていた。

　玉三郎には──為い政せい者しや徳とく川がわ家安には、情けで道を誤あやまることは許ゆるされなかった。

「彦左……すまぬ！」

　硬かたい表情のまま、玉三郎の薙刀が走った。クリーガァⅢの動力炉を狙ねらって。そして、その箇か所しよは梅幸の動力炉でもあった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォッ！




「う……」

「彦左！」

　薙刀はまともにクリーガァⅢを貫いていた。梅幸もろとも。

「これで……」

　顔に涼すずやかな笑えみを浮うかべ、梅幸はそのまま動かなくなった。

　大江久保彦左衛門は最後まで忠ちゆう義ぎを貫つらぬき通した。

「彦左……」

　哀かなしみが玉三郎の顔を覆おおう。

　だが、次の瞬しゆん間かん、玉三郎の目は自分に向かって動いたクリーガァⅢの腕を見ていた。

「なにっ!?」




　ドシュゥゥゥッ！




「バカな……」

　玉三郎の背中からクリーガァⅢの腕が生はえていた。腕だけが。クリーガァⅢの本体は梅幸とともに薙刀に貫かれている。だが分ぶん離りした腕だけが動いて玉三郎を襲おそったのだ。

「ふはははははははっ！　特別製だと言ったろ！　そのクリーガァⅢは身体のすべての箇所が独立して動くようになっている。残念だったな、家安！」

　ファウストの哄こう笑しようが響ひびいた。




　　　　５




　戦いの帰き趨すうはほぼ見えていた。

　二体のクリーガァⅢの前にセイバーマリオネットは敗はい北ぼくしようとしていた。

　梅幸はもはや亡なく、玉三郎も戦せん闘とう不ふ能のうになっている。

　ライム、チェリー、ブラッドベリーは一体のクリーガァⅢ相手に必死の防ぼう戦せんを続けていたが、旗はた色いろは極きわめて悪い。




　ドゴッ！




「うわっ！」

　ライムがはじき飛ばされる。

「きゃっ！」

　チェリーが床ゆかに叩たたきつけられる。

「うっ！」

　ブラッドベリーの身体にまた傷が増ふえた。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　小樽には叫ぶことしかできなかった。

　それでもそれがライムたちの最後の力の拠より所どころとなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、小樽、ボク絶対に勝つよ！」

「負けませんわ、マスター！　あなたのためにも！」

「おまえはあたしが守るからな、小樽！」

　ライム、チェリー、ブラッドベリーはふたたびクリーガァⅢに向かっていく。たとえまたはじかれようとも。

「クッ……」

　その光景を見て、ファウストの顔に憎しみが浮かんでいた。

「くだらぬ……まだ愛などというものに希望をもっているのか！」

　ファウストにとってもはや愛というものは軽けい蔑べつの対たい象しようであっただけではない。それは憎しみですらあった。

　ライムたちの奮ふん闘とうを目にすればするほどその想いが強くなる。そしてそれはファウストの過去を浮かび上がらせる。かつてローレライと恋こい仲なかだったという過去を。

「クッ……」

　ファウストは屈くつ辱じよくに身を震ふるわせていた。

　彼にとってローレライという存在は過去の汚お点てんであり、現在の希望をうち砕くだいた忌いむべきものであった。




「小樽！」

「マスター！」

「小樽ぅ！」




　ライムたちの声が飛ぶ。愛する者を呼ぶ声に希望が感じられれば感じられるほど、ファウストはそれが自分に対する当てつけのように思えた。

「くだらぬ！」

　増ぞう幅ふくされたファウストの憎しみは、ついにローレライ本人にぶつけられる。

「クリーガァⅢよ！　ローレライを破壊せよ！」

　ついにその言葉がファウストの口から飛び出した。

　ライムたちを相手にしていたクリーガァⅢも、玉三郎にとどめをさそうとしていたクリーガァⅢも、どちらも次の瞬間、ローレライに向かって走っていた。

「あっ……！」

　ローレライの顔に恐きよう怖ふが浮かぶ。人間らしい感情がそこにはあった。ローレライという名の少女がそこにはいた。

　そして、彼女を守ろうとする男ものもそこにいた。

「ローレライ！」

　とっさに小樽はローレライの身体をかばっていた。

「小樽……」

「ローレライ！」

　そのままローレライの身体を抱きしめ、床にゴロゴロと転がる。

　けれど、そんなこともクリーガァⅢの前には気休めにすぎない。

「小樽ぅぅぅぅぅっ！」

　ライムが悲ひ痛つうな声を飛ばす。彼女の位置からはもう間に合わない。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ファウストが狂きよう気きの表情で叫んだ。




　ドギュンッ！




　次の瞬間、そのファウストの眉み間けんに穴が開いていた。

　命令者を失い、クリーガァⅢも動きを止めた。

「えっ!?」

　小樽も、ローレライも、ライムも、チェリーも、ブラッドベリーも、玉三郎も驚おどろいた表情で、銃じゆうを握にぎりしめたその男を見た。

　ファウストを射しや殺さつしたヘスの表情にあったのは哀かなしみだった。
















第七章　マリオネット
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「すべては終わった……」

　ヘスの低い声が響ひびく。

「いってえ、どういうこった？　こいつは……？」

　愕がく然ぜんとした表情のまま、小お樽たるはつぶやいた。

　その小樽の問いかけに答えるかのように、ヘスはゆっくりとサングラスをとった。意い外がいに澄すんだ瞳ひとみがその下から現れる。

「…………」

　ヘスの視し線せんがローレライと交まじわる。

「……！」

　ローレライの表情が変わる。驚きよう愕がくに。

「ファウスト……」

　ローレライは確かにそう呼んだ。ヘスに向かって。

「ファウスト……？　ファウストだって!?」

　いくつもの驚おどろきの視線がヘスに飛んだ。

「むう……」

　玉たま三さぶ郎ろう──家いえ安やすがわずかにうなった。

「初しよ代だいか……」

「そうだ、家安。ただし、外見は造つくり物だがね」

「マリオネット技術の応用か……このワシと同じく」

「そういうことだ」

　ヘスが手にしたピストルで自分の腕うでを叩たたく。

　コンッと金きん属ぞくのかち合う音が響いた。

「初代って……！　まさか、こいつが本物のファウストってことか!?」

　小樽の叫さけびにヘスは落ち着き払った表情で応こたえた。

「そこに倒たおれている者もオリジナル・クローン……ファウストには違ちがいない」

「えっ!?」

「かつて私は、自みずから教育した二代目のオリジナルクローンによって殺された。……実じつ際さいには死んでいなかったが」

「なんでそんなことを!?」

「すべては計画だった。鉄の意い志しを持ち、冷れい徹てつに物事を遂すい行こうする、完かん全ぜん無む比ひなる指導者を作り上げるために」

　そこまで言って、ヘスは床ゆかを見た。

　真っ赤な血の海に、豪ごう奢しやな黄おう金ごんの髪かみが広がっている。ヘスの生しよう涯がいをかけた作品はすでに冷つめたき骸むくろと化していた。

「…………」

　見つめるヘスの顔は穏おだやかだった。諦あきらめを通り越こし、なにかを悟さとったような顔つき──

「元の私の性格ではだめだった。ゲルマニアをまとめ、強大な軍事帝てい国こくに育て上げるには。人間の感情を……愛を捨すて去さり、ただ目的に向かって進む鉄の意志を持った人間でなければ」

「目的……？」

「彼が言っただろう……生たま身みの女性を得るためと。地球への恨うらみがないわけでもない……が、それは二の次だ。すべては女性を得るため……そのためには手段は問とわなかった。ジョイ・ヒューリックをたきつけて人体改造をやらせたのも私の影クローンだ」

　女性復ふつ活かつ。

　ヘス──初代ファウストを突つき動かしていたのはその一いち念ねんだった。

　ゲルマニアでは地球の女性奪だつ取しゆ計画を、ニューテキサスでは人体改造による女性復活を。もしかすると他の都市でもなにかしら行動を起こしていたかもしれない。

　しかし、なぜそこまでして女性を求めるのか。無む論ろん、女性復活はこの星で人類が存そん続ぞくするための絶対的な条件であることはわかる。

　だが、ヘスの行動には執しゆう念ねんともいうべき想おもいを感じる。彼をそこまで駆かり立てたのはいったい……？

「…………」

　そして小樽には思い当たることがあった。

「あんた、責任を感じているのか……ローレライを殺してしまったことに」

「…………」

　返事はない。

　むしろ反はん応のうしたのはローレライだった。どこかドキッとしたような目で小樽を、続いてヘスを見る。

「…………」

　ヘスは静かな瞳ひとみで小樽を見つめている。さらにその横にいるマリオネットたちを。

「昔むかし話ばなしをしよう」

　しばしの沈ちん黙もくの後、ヘスの口から出た言葉は意外なものだった。

「昔、昔の話だ……」

　ヘスの静かな語りに、小樽たちは耳を傾かたむけていた。




　　　　２




　奇き跡せきという言葉が許ゆるされるなら、それほどふさわしいことはない。

　二人の出で逢あいはまさに奇跡的なことだった。




「来たよ、ローレライ」

　宇宙空間を進む恒こう星せい間かん移い民みん船せんメソポタミア号の中央コンピュータルームに少年は立っていた。

　ゲルハルト・フォン・ファウスト。

　本来ならばすべて冷凍睡眠コールドスリープで通される移民の旅に、彼が起きていられたのはまったくの偶ぐう然ぜんからだった。彼個人の冷凍睡眠装そう置ちにささやかな故こ障しようが起こったからだ。装置には自動修しゆう復ふく機き能のうが付いていたが、こういった場合、人命を尊そん重ちようし、一時的に冷凍睡眠を解かい除じよする。

　そして、その措そ置ちによりファウストが目め覚ざめたとき、声が聞こえたのだ。




〈だれか起きている人はいないの？〉




　船内放送を通じて流された声にファウストは興きよう味みを持った。どうせ修理が完かん了りようするまで冷凍睡眠には戻もどれない。ならば自分以外の起きている人間に会うのも悪くない。しかも、声からすればそれは女性だ。なにかあると期き待たいしているわけではないが、少なくとも〝出で逢あい〟と銘めい打うつからには男と女のほうが様さまになっている。

　すぐにファウストは近くの情報コンソールに向かい、起きている人物のデータをとろうとした。

　だが──

「……？」

　驚おどろいたことにファウスト以外に船内で起きている人間はいなかった。けれど放送は続く。しかも、相手はファウストのことに気づいたらしい。




〈起きている人がいるのね！　ああ、逢あいたい……〉




「いったいどういうことだ!?」

　幽ゆう霊れい、とはファウストは考えなかった。むしろだれかの悪戯いたずらでは、と考えた。ここに乗っている人間というよりも、コンピュータをプログラミングした者の。特定の相手を狙ねらったわけでなく、おそらく仕し掛かけた本人はユーモアのつもりだったのではないか。

　あなたはだれだ──ファウストは情報コンソールにそう入力した。

　すぐに返事があった。




〈私はローレライ……今はこの船の中央コンピュータルームに〉




　こいつは相そう当とう手の込んだ悪戯だ──ファウストは思わず苦く笑しようした。

　声は続く。




〈今すぐ中央コンピュータルームに来て。お願い〉




　無む視しすることもできた。冷凍睡眠装置の修理が終わって、寝ねてしまえばそれで済すむ。

　が、ファウストはその言葉に乗った。ほんの気まぐれだったかもしれない。けれど、この瞬しゆん間かん、歴史が動いたのだ。




「来たよ、ローレライ」

　少年はだれもいない中央コンピュータルームでそう言った。

　反はん応のうを期き待たいしていたわけではない。彼自身はこれで悪戯への付き合いを終わりにしようと思っていた。いわば儀ぎ式しき。

　だが、予よ期きせぬ事が起こった。




〈来てくれたのね〉




　喜よろこびの声とともに、機械の陰かげから少女が現れたのだ。

「!?」

　ファウストのほうは驚きの表情で、その場に立ちつくしたままだった。

「ああ、ようやく動いている人に逢えたわ！　これでお話だってできる！　うれしい！うれしいの！　だってずっと一人ぼっちだったんですもの」

「…………」

　少女はファウストの胸に着けられていた認にん識しき票ひようをのぞき込んだ。

「えっと、えっと、識しき別べつ番号は……ゲルハルト・フォン・ファウストさんね！　あ、あなたもヨーロッパの!?　私もそうなの！　ライン川のそばのね……」

　少女が一方的に喋しやべる間も、ファウストはポカンと突っ立ったままだった。

　やがて驚きの時間が過ぎ去り、ようやくファウストは声を発した。

「だれだ、キミは!?　いったい何者だ？」

「私はローレライよ」

「名前じゃない！　この船の乗組員なのか？　けど、起きている人間はオレ以外にはいないはずだ!?」

　そこでファウストは言葉を止とめる。少女の顔に哀かなしみが浮かんでいるのがわかったからだ。

「そう……起きている人間はあなただけ」

「えっ!?」

「でも、私もこの船に乗っている。私も元は人間だった……」

　そのとき、ファウストはようやく目の前の少女にどこか違い和わ感かんがあることに気づいた。生なま身みには感じない、どこか機き械かい的な香かおり。

「ロボット……？」

　その言葉の直後、目の前の少女がいきなり床ゆかに倒たおれた。

「！」

　驚いたファウストは慌あわてて抱だき起こそうとする。

「……！」

　そしてファウストはふたたび驚きを感じることになる。その感かん触しよくはまさに機械だった。やはり生身の人間ではなかったのだ。

「キミは……？」




〈私はローレライ……。元は人間だった……。生身の身体からだを持っていた……〉




　船内放送でまたもローレライの声が流れる。それと同時に周囲のコンピュータが明めい滅めつした。

「キミはまさか……」

　ファウストはコンピュータを見つめた。

「生せい体たいコンピュータ……」

　周囲のコンピュータは、ファウストの言葉を肯こう定ていするかのように一段と激はげしく明滅した。
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「生体コンピュータ？」

　小樽が怪け訝げんな顔でつぶやく。

「そうだ。かつて、地球では人の脳のうをコンピュータに組み込むということが平へい然ぜんと行われていた。論ろん理り回かい路ろに柔じゆう軟なん性せいをもたせ、人間の思し考こう独どく特とくのあいまいさと気まぐれをプログラムに取り入れることができる」

「けど、そのくらい当時の技術ならなんとかなったんじゃ……」

「コストの問題だよ。当時、コンピュータのみを組み合わせてそういった論理回路を組み上げるよりも、人の命のほうが遥はるかに安かったのだよ」

「…………」

　命が安く軽かろんじられた世界──小樽はかつての地球を想そう像ぞうして、少しやり切れない表情になった。

　確かに小樽たちのいるテラツーは、人権が声こわ高だかに叫さけばれた時代の地球に比べれば、命のやりとりの多い世界かもしれない。それは長く続いた男社会の、弱肉強食の世界の弊へい害がいとも言える。それでも小樽たちの倫りん理り観かんからみても、無む意い味みに人を殺すことはやはり悪だ。

「じゃあ、生体コンピュータになった人間たちは一生そのままで……」

「もちろんそうだ。が、そんなことに普ふ通つうの人間が耐たえられるわけがない。そこで生体コンピュータは同時に、人間の自じ我がを消し去ったのだ」

「自我を消し去った!?」

「人間としての自我をなくし、自分のボディがその組み込まれた機械そのものと認識するようにな」

「…………」

「本来ならばローレライもそうした処しよ理りをされているはずだった。しかし、その封ふう印いんが解とけたのだ。まったくの偶ぐう然ぜんで」

「えっ!?」

「ハード的な事じ故こか、プログラミングのバグか……メソポタミア号が宇宙空間を航こう行こうしてしばらくの後、ローレライは目め覚ざめた。ローレライという少女の自我が」

「…………」

　小樽は反はん射しや的てきにローレライを見た。

　ローレライは神しん妙みような顔つきで小樽とファウストを見つめていたが、小樽の視線に気づいて口を開いた。

「かつてメソポタミア号の中でファウストが出逢った機械のローレライというのが今のこの私のボディです。人間としての自じ我がを取り戻したローレライは寂さびしさに耐たえられず、自分の端たん末まつとしてこの機械人形を作った。この身体を作り出した技ぎ術じゆつが現在のマリオネットに繋つながったのです」

「…………」

　孤こ独どくだったローレライの想い──

　ヘスが話を続ける。

「元もと々もと才さい能のうがあったのか、それとも生体コンピュータと化かしたためか、ローレライにはマリオネットを作り出すことなど造ぞう作さもないことだった。私は戯たわむれにローレライのことをドクターをつけて呼ぶようになった。数十年後、自分が同じように呼ばれるとは思わなかったがね」

　ドクター・ヘスと呼ばれた男は思わず苦く笑しようした。
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　ローレライの正体を知った日からファウストはずっとローレライの話し相手を務つとめるようになっていた。冷凍睡眠に戻ることはもう考えになかった。

　ふたりの境きよう遇ぐうはよく似ていたと言っていい。ファウストもローレライも親はいないも同然だった。もっと言ってしまえばふたりとも親に捨すてられたのだ。一人は家のプライドから、もう一人は生まれつきの病びよう弱じやくのせいで。

　貧ひん困こんも同じだった。ファウストにはもはや宇宙移民の道しかなかったのと同様に、ローレライも生体コンピュータになるしか生き残る術すべはなかった。

　ファウストはローレライからこの宇宙移民が、移民の名を借りた〝棄き民みん〟であることを知ったが、もはやそれはどうでもよくなっていた。

　それ以上にローレライといるこの瞬しゆん間かんが大切だった。

　ふたりは愛し合うようになっていた。

　だが、時間が経たつにつれ、最初喜びにあふれていたローレライの顔に不安な表情が浮かぶことが多くなっていった。

「どうしたんだ、ローレライ」

「…………」

　ファウストがたずねてもローレライは答えない。ただ、人工皮ひ膚ふによって作り出された、不安でせつなそうな表情をファウストに向けるだけだった。

　ファウストもそれ以上突っ込んで聞こうとはしなかった。ローレライのほうから言い出すのを待とうと思ったのだ。そして、それはそう長い時間がかからなかった。




「私……人間に戻りたい……」

「えっ!?」

　突とつ然ぜんの言葉にファウストが戸と惑まどいの表情を浮かべる。

「私……人間に戻りたい！　人間の身体からだで……生身の身体であなたと抱だき合いたい」

「ローレライ……」

「あなただっていやでしょ！　こんな機械の身体じゃ。こんな端たん末まつじゃ！」

「そんなことはない」

　やさしくファウストはそう答えるが、ローレライは納なつ得とくしなかった。

「無む理りしないで」

「ローレライ、オレは……」

「いいから、ファウスト！　私はあなたのために人間になりたいの！　このままじゃだめ！　私たち、このままじゃ幸しあわせになれない！」

「オレは十分幸せだよ」

「そんなこと言っちゃだめ！　私に人間になれって言って！」

「えっ!?」

「そうすれば……そうすれば私、勇気が出る」

「……なにを考えてるんだ、ローレライ？」

　ファウストは緊きん張ちようした顔つきでローレライを見た。

「クローン技術って知ってる？　どんな細さい胞ぼうからでも人間を複ふく製せいすることができるのよ。ＤＮＡの情報さえきちんとそろっていれば」

「まさか……」

「私の脳細胞からクローンを、身体だけを作り出し、そこに脳を移い植しよくするの。そうすれば私は人間として生まれ変わることができる！」

「危き険けんだ……！」

　心配そうに見つめるファウストに対し、ローレライは静かに首を振ふった。

「でもやるわ。あなたとともに生きたいの。私は……」

「ローレライ……」

　ファウストは目の前のマリオネットをそっと抱きしめた。人間を抱いたときのようなほのかな温ぬくもりを感じた気がした。
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「一年の月日の中で、脳を除のぞくすべての人間の身体の部ぶ位いはクローニングされ、見み事ごとローレライは人間として復活することができた。手術が終わり、生身のローレライを抱きしめたとき、私は心しん底そこ幸せだったよ」

「…………」

　小樽の横でライムもチェリーもブラッドベリーも神しん妙みような顔でヘスの話を聞いていた。

　ローレライが人間に戻りたいという件くだりを聞いたとき、彼女たちの顔にわずかに動どう揺ようが走ったが、小樽は気づくことはなかった。

「ただ問題がなかったわけでもない。ローレライの復活のためにもう一つやらなければならないことがあった」

「……？」

「ローレライという生体コンピュータの代わりをどうするかだった。すでにローレライの人格や考え方が密みつ接せつにプログラムと連れん動どうしている。もし、ローレライがいなくなればプログラムはフリーズし、メソポタミア号の航こう行こうにも支し障しようがでるかもしれなかった。その対たい策さくとして作られたのが……」

　ヘスはそこまで言って言葉を切った。スッとそのままローレライのほうを見る。

　ヘスの視線に合わせ、居い合あわせた者たちもローレライを見た。

「あ……」

　小樽たちはその瞬間理解した。なぜ乙女おとめ回かい路ろが作られたか。なぜ女性の心でなければ、ローレライの心を持っていなければならなかったかを。

「私はローレライという生体コンピュータの代わりとして作られました。ローレライに代わってプログラムの隙すき間まを埋うめるために」

「それでローレライと同じ自我を持っているのか」

「そうです。ただ、その自我も最初のうちは発はつ現げんしませんでした。私に必要とされたのは、生体コンピュータの代わりとしての機き能のうだけだったからです」

「じゃあ、いったいいつおまえさんの自我は目覚めたんだ？」

「この星のせいです」

「この星……？」

「そうだ、この星にたどり着いたとき……」

　ヘスの顔に深い哀かなしみと、苦しみが色濃こく表れていた。

「あれがすべてを変えてしまった。奇き跡せき的てきに居きよ住じゆう可か能のうな惑わく星せいを発見したというのに……」

「えっ!?」

「プラズマだよ」

「ブラズマ……？」

「宇宙空間でプラズマの嵐あらしに巻き込まれ、メソポタミア号はその居住可能な惑星に不ふ時じ着ちやくした。後のちにテラツーと呼ばれる……ここに」

　しばし沈ちん黙もくが周しゆう囲いを包つつみ込んだ。

　そのときなにが起こったかは小樽ですら知っていた。事故により六人の男しか生き残らなかったことを。いや……記録には残されていないが、もう一人女性も生き残っていたことを。
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「ローレライ……死んでくれ。オレも一いつ緒しよに行く！」

「ファウスト……」

　大たい破はしたメソポタミア号の中央コンピュータルームでファウストとローレライは向き合っていた。
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　ファウストは目を血ち走ばしらせ興こう奮ふんしていた。怒いかりに身体が震ふるえている。

　ローレライのほうは哀かなしみをたたえながら、静かな表情だった。

「なぜあんなことを受じゆ諾だくした！　キミには拒きよ否ひする権けん利りがあったのに！」

「…………」

「ローレライ！」

「ファウスト……」

　興奮したファウストをなだめるようにローレライは静かな口く調ちようで言った。

「この星で人類が生き残っていくためには仕し方かたがないことだわ。女性は私一人しかいない」

「そんな大たい義ぎ名めい分ぶんで納なつ得とくできるのか、キミは！　ええっ!?」

「ファウスト……」

「オレはいやだ！　キミを他の男なんかに抱かせるものか！　オレは絶ぜつ対たいにいやだ！」

　ファウストはローレライを強く抱きしめた。ローレライはされるがままにファウストに身を預あずけている。

　が、つぶやきが漏もれた。

「でも……私は責せき任にんをとらなきゃ……」

「責任……!?」

「もしかしたらあの事故も……私が生体コンピュータをやめたせいかもしれない……」

「そんなわけない！」

　ローレライを抱きしめたまま、ファウストは中央コンピュータに向き直った。怒いかりの目をコンピュータに向けていた。

「やい、貴き様さま！　なぜ事故が起きた！　ローレライのせいか！」

　中央コンピュータは生きていた。正せい確かくに言えばローレライのコピーは──

〈その問題に関しては多数原げん因いんが考えられます。一つに特定することはできません〉

　コンピュータの合成音声が響ひびく。それもローレライからサンプリングされて作られていた。

「黙だまれ！　ローレライのせいじゃない！　おまえのせいだ！」

〈ファウスト……私もローレライなんです〉

「違ちがう！　オレにとってローレライはこいつ一人だ！　おまえはローレライじゃない！　機械の中に作り出された偽物の心だ！　偽にせ物ものの！」

　一瞬の沈ちん黙もくの後──

〈……私もローレライです〉

「貴様！」

「ファウスト、もうやめて！」

「ローレライ！」

　ファウストはふたたびローレライを強く抱きしめた。あまりに強く抱きしめたのか、ローレライはせき込むほどだった。

「ローレライ……オレと一いつ緒しよに死のう」

「ファウスト……」

「せっかくたどり着いたと思った新天地がこの有あり様さまだ！　オレたちはもうだめだ」

「ファウスト……」

「なんの希き望ぼうもなく……そのうえおまえを失うなんて……いやだ」

「…………」

「ローレライ……幸しあわせなまま死のう……もう辛つらい人生はいやだ」

　ファウストは泣いていた。泣きじゃくっていた。プライドもなにもかもかなぐり捨すて、ただ子供のようにローレライの腕うでの中で泣いていた。

　そして、彼を見つめるローレライの顔には母親のような慈じ愛あいの感情が表れていた。

「ファウスト……」

　ローレライはやさしく微笑ほほえみ、ファウストの頭を撫なでた。

「わかったわ……一緒に行きましょう。楽園に」

「ローレライ……」

　ローレライはずっと微笑んでいた。ふたりで薬を飲む最さい期ごの瞬しゆん間かんまで。
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　だれも言葉はなかった。

　三〇〇年前、生き残った六人の男と一人の女の間で取り決められたこと。それは六人の男が共同で一人の女を管かん理りするということだった。すべては人類存そん続ぞくのため。

「そんなひどい……」

　チェリーがつぶやく。ライムは呆ぼう然ぜんとした表情をしていた。ブラッドベリーの顔にはわずかに怒いかりが浮うかんでいる。

　だがそれをローレライは受け入れた。納なつ得とくしなかったのはファウストだけだった。

「愛とは恐おそろしいものだな……」

　ヘスが──三〇〇年前、ローレライとともに死を選んだはずの男が口を開いた。

「私はすべてを見失っていた。ローレライへの盲もう目もく的てきな愛のみが私を動かしていた。そう、破は滅めつに向かって」

「…………」

「皮ひ肉にくなことに、駆かけつけた家安によって私は助かってしまった。私だけが……」

　ヘスが視し線せんを床ゆかに落とす。

「人間とは根本的にエゴイスティックな生き物だ……自分の都つ合ごうでしか物を考えない。そして、私はその最さいたる存在だよ」

「そんなこと……」

　なにかを言おうとした小樽を、止めた手があった。

　玉三郎──家安の手だった。

「将しよう軍ぐん様……？」

「小樽……三〇〇年前、ローレライを六人の共同管理下に置こうと言い出したのはわしなのじゃよ」

「えっ!?」

　家安の顔には深い悔かい恨こんの念ねんが刻きざまれている。

「人類存続のため……といえば聞こえはいいが、わしは不ふ安あんだったのじゃ。そして嫉しつ妬としていたのかもしれん。ファウストとローレライの幸せに」

「将軍様……」

「わしは悪人じゃよ、小樽……。ローレライの気持ちを……ファウストの気持ちを無む視しして……人類存続のためという大たい義ぎ名めい分ぶんのもとに。そして今またわしはおまえさんを利用した。おまえさんのライムたちへの気持ちを……女性復ふつ活かつという大義名分のもとに」

「そんな……」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす小樽に向かって、もう一人ローレライも哀かなしみの表情で言葉を発していた。

「私もよ、小樽……」

「えっ!?」

「あのとき……ファウストとローレライが死のうとしたとき……私は止めようと思えば止めることができた。助けようと思えば助けることができた。けど……そうはしなかった。ローレライのことに関してもクローンを作り出せば済すんだこと……でも、それも言おうとはしなかった」

「ローレライ……？」

　ローレライは泣いていた。マリオネットが涙なみだを流していた。

「今思えば、私は人間のローレライが妬ねたましかったんだと思う」

「…………」

「ファウストだけが生き残って、私のオリジナルだけが死んだとき……単たん純じゆんに男のエゴを憎にくんだ。家安がなにか手はないかと、私に頭を下げてきたとき、いつか裏うら切ぎるつもりで策さくを授さずけた。女性のことを気にかける人間が出てきたら女性を復活させると言って。その気もなかったのに。だけど、それもすべて自分の後ろめたさを覆おおい隠かくすためだったのかもしれない」

「…………」

　だれもなにも言えなかった。ヘスの独どく白はく。家安の独白。そしてローレライの独白。どれも重すぎるほど重い言葉だった。

　やがて口を開いたのは小樽だった。

「どうして……どうしてみんなちょっとだけ素す直なおになれなかったんだろうな。オレも意い地じっ張ばりで……こいつらにもずいぶんと辛つらい思いをさせたけど……」

　小樽はライムを見た。チェリーを見た。ブラッドベリーを見た。

「こいつらのことを信じて……こいつらに心を開いて……ようやくここまでこれたんだ。分かり合えないなんて寂さびしすぎるよな。意地を捨てて、ちょっとだけ素直になればさ……」

　いつの間にか小樽は涙を流していた。ヘスの気持ちが、家安の気持ちが、ローレライの気持ちが、小樽に乗り移っていた。

　その涙をヘスも、家安も、ローレライも見つめていた。それぞれが目に光るものを浮かべて。

　ローレライがふたたび口を開く。

「ファウストとオリジナルをずっと見つめていて、私はいつも不ふ安あんに思っていた。果はたして私も愛されることがあるのか、と。あのとき、ファウストに『機械の中の偽物の心』と罵ば倒とうされて……私の不安は頂ちよう点てんに達たつした。私は人間の男から愛されないのかもしれない、と。心があるのに。人間の女の心が」

「…………」

「だから私は乙おと女め回かい路ろを造つくり、乙女回路を持ったマリオネットたちを作った。それを世界中にばらまいた。私のような機械でも愛されるのかどうか試ためすために」

「ローレライ……」

「でももういいわ」

　ローレライの言葉とともに、床の一いつ角かくが開く。そこは階かい段だんになっていて、その奥おくに扉とびらがあった。

「行きなさい、小樽」

「えっ!?」

「その扉の向こうに女性の細さい胞ぼうが保ほ管かんされているわ」

「……!?」

「あの大だい惨さん事じのとき、脳のう死し状態になっていた女性から集めた数多くの細胞が」

「それじゃあ！」

「女性を復活させようと思えばいつでもできた。ただ私自身が素直になれなかっただけ……。そんなちっぽけなことを認みとめるのに三〇〇年もかかってしまった」

「ローレライ……」

　小樽はローレライに向かって深ふか々ぶかと一いち礼れいした。

「ローレライ……」

「…………」

　家安とヘスの口くち許もとに満まん足ぞくげな笑えみが浮かぶ。

　みんなが少しずつ素直になれば悲ひ劇げきは、危き機きは起こらなかったかもしれない。けれどこの三〇〇年が無む駄だだったとは思えない。人は生きることによって成長するものだから。人類という種しゆ自身もそうなのだから。

「小樽、行くのじゃ」

「行ってくれ、間ま宮みや小樽」

　小樽は家安とヘスの顔を見る。その瞬しゆん間かん、小樽は二人の気持ちを理り解かいした。男として、それを認みとめざるを得えないことも。

　二人はここに残るつもりなのだ。

「小樽……」

　安らいだ瞳ひとみでローレライが小樽を見た。

「最後にもう一度だけ聞いておくわ。私の力でライムたちを人間にすることもできる。クローンを作り出し、そこにライムたちの記き憶おくを、自我を移い植しよくすればそれは叶かなう。……ライムたちを人間にしなくていいの」

　ライムの、チェリーの、ブラッドベリーの視線が小樽に向いた。どこか不安げな、それでいて必死に小樽を信じる目が──

　そして小樽にはその気持ちがわかっていた。

「人間である必要なんかないさ」

「小樽！」

「マスター！」

「小樽ぅ！」

　喜よろこびの声がセイバーマリオネットたちからあがる。

「オレは今のこのライムたちが好きなんだ。人間である必要はねえ！　身体が機械だって、そんなこと関係ねえ！　わかったんだ……オレが好きなのはこいつらの心だって！」

　小樽はそう言うと微笑ほほえんだ。

「ありがとう、小樽」

　そしてローレライの顔にもようやく笑えみが浮かんでいた。




　小樽たちの姿すがたが扉とびらの向こうに消えた後あとで、ヘス──ファウストがローレライに向かって言った。

「あとどれだけ生きられるか知らぬが……ここにいさせてもらっても構かまわないか？」

「はい」

　玉三郎──家安のほうはその場にゆっくりと腰こしを下ろした。

「わしのほうはそう長くない。修理は無用じゃよ、ローレライ」

「家安……」

「今度はふたりの邪じや魔まはせんよ」

　そう言うと玉三郎は目を閉じた。そして、その目がふたたび開かれることはなかった。

「ローレライ……」

　ヘスはローレライに近づくと、ゆっくりとその身体を抱きしめた。

「私はもう老人だ」

「いいのです。あなたさえいてくれれば」

「私も小樽と同じように気づけばよかったのにな」

「えっ？」

「キミの心が好きだったと」

「…………」

　抱き合ったままふたりは動かなくなった。

　ふたりは楽園についたのだ。




　　　　８




　すべてが終わり、地上に戻った小樽たちをジャポネスと西安シーアンの連合軍が出で迎むかえた。

　王おう庸よう平へいに女性の細さい胞ぼうをわたし、小樽の使し命めいも終わった。

　王庸平は家安のことをなにも聞かなかった。最初の六人の一人として、すべてがわかっていたのだろう。

　続いて、小樽の前に現れた四つの人ひと影かげがあった。

「小樽くぅ～ん！」

　花はな形がたが涙なみだながらに抱だきついてくる。

　このときだけは小樽も拒きよ絶ぜつしなかった。

「しょうがねえな、おめえは……」

「うえっ、うえっ、小樽くぅ～ん！」

　もっとも直後にチェリーとブラッドベリーによって引っ剥ばがされていたが。

　残りの三つの人影──ティーゲル、ルクス、パンターのほうも感かん慨がい深ぶかげに小樽を見つめていた。

　ティーゲルが口を開く。

「お帰りなさい、小樽」

「あはは……よかった、おまえたちも無ぶ事じで」

　小樽はいない間に起こったことをまるで知らない。

　ライム、チェリー、ブラッドベリーはティーゲルたちのことをなにも小樽に告つげなかった。

「小樽……あたしたちをまたあなたのそばに置いていただけますか？」

「はっ？」

　ルクスが続ける。

「私たち、生きていこうと思いました。虫がいいかもしれないけど、小樽様のそばで」

　パンターも口を開いた。

「そばにおいてくれるだけでいいさ。意い地じを張はるのはやめた。オレはそうしたい……小樽、お願いだ」

　事情を知らない小樽は、一いつ瞬しゆん怪け訝げんな表情になるが、すぐに笑みを浮かべて言った。

「なんだか知らねえが、いいに決まってるだろう！　さ、ジャポネスに帰るぜ！」

「はい！」

　ティーゲルたち三人の声に、ライムたち三人の声もそろう。

　どの顔も笑え顔がおだ。新しい時代が間ま近ぢかなことをみんな知っていた。

「じゃあ！」

　歩き出そうとした小樽に向かって、チェリーが言った。

「マスター……素す直なおに現実を認みとめた上で言わせていただきますけど」

「なんだ、なんだ？」

「あたし、負けませんから！　必ず一番になってみせます！」

「へっ？」

　ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターからも声がかかる。

「あたしもだよ！」

「あたしも」

「私もです、小樽様」

「オレもだぜ！」

「はあ？」

　小樽は唖あ然ぜんとして唯ゆい一いつ声を発しなかったライムを見た。

　ライムもキョトンとしている。

「確かに今は一番はライムかもしれませんけど、あたし、必ずマスターの一番の恋人になってみせます！」

「だからあたしもだって！」

「あたしも」

「小樽様、私がんばります！」

「オレもだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「へっ!?」

　もう一度小樽はライムと顔を見合わせた。今度はライムの顔は真まっ赤かになっていた。

「小樽…………ボク、小樽のこと、大好き！」

「あ……あはは……あははははははははははははははははははははははは！」

　笑いが響ひびく。そう、小樽は笑うしかない。素直になっても、小樽にできたのはそれだけだった。

「小樽ぅ！」

「マスター！」

「小樽！」

「小樽！」

「小樽様！」

「小樽！」

「お、おい！」

　六人の乙おと女めが小樽に抱きついていく。どの顔にも満まん面めんの笑みが浮かんでいた。




「小樽クン、ボクもぉ！」

　最後に花形も叫さけびながら混まざろうとしたが、六人のセイバーマリオネットにはじき飛ばされ、砂の中に突っ込んだ。
















終幕













　ある晴れた日の午後、公園は人でにぎわっていた。

　休日ということもあってか、特に若い男女の姿すがたが目立つ。

　いずれも幸せそうに手をつないだり、ベンチに腰こし掛かけて身体からだを寄せ合っていた。中には小さな子供の手を引いている夫婦の姿も見える。

　そんな中、木こ陰かげに一人の老人が腰こしを下ろしていた。

　白いひげに埋うもれた顔はなにか温あたたかさを感じさせる。長い人生を乗り越こえてきた者だけが持つ人としての大きさ。

　老人の横には孫まご娘むすめほどの少女がいた。

　老人とは違ちがって、少女は行きかう人々のほうを見ていなかった。

　ただひたすら老人の顔を見ている。どこか不安げな瞳ひとみで。

　やがて少女が口を開いた。

「小樽」

　名を呼ばれた老人はゆっくりと少女のほうを向く。

「どうした、ライム」

　数十年前とまったく変わらぬ姿で、ライムはそこにいた。
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「小樽……」

　ライムはあいかわらず不安げな表情で小樽を見て、そしてやっと人々のほうに目を向けた。カップルや子供たちのほうに。

「小樽……今、幸せ？」

　小樽のほうを振ふり向いたライムはせつなげな表情できく。

　澄すんだ目で小樽はライムを見つめている。

　ゆっくりとその顔に笑みが浮かび、小樽は静かに言葉を紡つむいだ。

「幸せだよ」

　木こ洩もれ日びがふたりを包つつみ込んでいた。







　あとがき




　すべては終わりました。

　充じゆう実じつ感かんと虚きよ脱だつ感かん。そんなものが入り混まじった状態。それが今の僕です。

　長い長い物語でした。

　もちろん、もっと長い物語を書いている方はいっぱいいらっしゃいます。けれど、おそらく僕にとっては限界に近い長さの物語でした。

　内容についてはもうなにも言いますまい。

　ラストをどう思うか。それは読んだ人の感じたものが真実だと思います。

　今まで作品の中でいろいろなものを読者に押しつけてきました。しかし、無責任と批ひ判はんが出るのを覚かく悟ごでラストだけはすべてを読者にゆだねます。

　そういうラストが書きたかったし、理想に近い状態に持っていけて僕は満足しています。

　単純に考えようと複雑に考えようと、あなたの思ったことが正しいのだと、それだけは保証します。

　願わくば、読み終えたときあなたもまたなにかを感じてくださることを。

　では、読者のみなさま、長い間ありがとうございました。

　ずっと連載を許してくださったドラゴンマガジンのスタッフの皆様、本当に感謝の言葉もありません。

　ことぶきつかさ先生。あなたとの出で逢あいによって僕の人生がどれだけ素晴らしいものとなったか。

　みんなみんな、本当にありがとう。

　最後に。

　小樽、ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンター、花形、家安、ファウスト、ローレライ……さらにはその他のみんな。

　本当に本当にありがとう。夢を。





一九九九年六月　あかほりさとる









　あかほりさとる特別インタビュー




人間とそうでない者が愛し合えるのかがテーマ




──そもそも、この作品を書こうと思ったきっかけは？

あかほり　これ以前に、ねぎし（ひろし）さんたちと作った「セイバーマリオネットＲ」という作品があるんですが、その時に、ともかく、可愛かわいいアンドロイドの女の子と人間の男の子のものを何かやりたいですねということになって。だったら、女性が一切いない世界はどうでしょうかと。そういう中での悲ひ喜きこもごもの物語をかけないかなと。それが大もとなんです。前に文庫のあとがきにも書いたんだけれど、「Ｒ」の時に書ききれないことがあったので、「Ｊ」を始めたんです。「Ｊ」っていうのは「Ｒ」の前史なんですよね。

──この作品で一番描きたかったことは何でしょう？

あかほり　やっぱり、人間ではないライムたちを小樽はちゃんと愛することが出来るのかということですね。人間ならざる者との恋は成り立つのか？　愛せるか愛せないかっていうのは、種族を残せるかどうかってことだと僕は思うんですけれど、機械と愛し合うっていうことはそれに反した行為であるわけです。人間が一つの生命体である以上、小樽の行為は生物学的には許されないことなんですよ、たぶん。

　けれどもまあ、そういう固いことはヌキにしても、機械と人間とで愛し合えるのか？　例えば、機械と人間でどこが違うんだろうと考えてみると、まず大きな違ちがいは子供が作れないってことですよね。でも、セックスは出来ないのかというと、それは出来る。会話もするし、持ってる心は人間と同じ。けれども、僕らが感覚として思うのは、何かやっぱり、機械より人間のほうが──っていう気持ちなんですね。ライムたちがもしも人間になれるのなら、人間になったライムたちと結ばれたほうがハッピーエンドだって思う人が多いみたいですね。感想なんか見ていると。どこかに、生理的に受け付けない部分があるんじゃないですかね。だけど、そうじゃないんだ、違うんだっていう部分を、機械とも愛し合うことが出来るんだよっていうことを、描けないかなあと思って。純じゆん粋すいな愛っていうのは現実社会では難むずかしいですけど、せめて物語の世界では、そういう夢が成立するようなことが書きたいなあと。

　それでも、ライムたちを人間にするかどうかというのは、最後の最後までの悩みでした。ずいぶん揺ゆれて、人間になれるっていう方向へ持っていこうとしたことも何度かありましたけれど、結局こういう形になりました。この結末を、ハッピーエンドととるか、どこか寂さびしげなラストととるかはそれぞれですが、僕はどちらにもとれると思うし、どちらにとってもらってもいいと思う。

──連載当初に考えていたラストは、ライムたちが人間になって──というものだったんですか？

あかほり　そうです。最初は、ライムたちが人間になって小樽と結ばれるっていうラストを考えていたんだけど、途と中ちゆうでそれはすごく違うんじゃないかと思いまして。小樽が彼女たちに人間になって欲しいと考えることが果たしていいのかと。それは、小樽のエゴじゃないのかと思い始めて。エゴで始まった物語がエゴによって解決するのはありえないんじゃないかって思ったんです。エゴで始まった物語は、エゴを引っ込めた時に解決するんじゃないかなって考えて。

　この物語は良くも悪くもローレライが、全すべての原因なんですよね。ローレライがその気になれば、女性なんていくらでも復活させることが出来たのに、そうしなかった理由は、いったい何だったのか。最初の、人間だったローレライは、自分のエゴから機械のローレライを作ったんだけど、言ってみればそれが彼女の命を奪うばうことになってしまった。その後、残された機械のローレライはエゴを通した。機械である自分が愛されるのかどうか不安で不安で仕し方かたなくて、ここまで様さま々ざまな試ためしを行おこなってきたんです。わざわざ人間の女性にそっくりなマリオネットまで作って。彼女もいろいろ考えて、迷まよって、しかし、様々なエゴがあって、やっぱりマリオネットを作るしかなかったんだね。

　結局、小樽もライムも殉じゆん教きよう者しやなんだよね。彼らの犠ぎ牲せい的てき精神があって、この世界が存そん続ぞくできた。彼らは、そんなこと思っていないだろうけど。悪いのは誰だれなのかっていうと、おそらく最初の六人＋一人で。この物語はテラツーを作った最初のアダムとイヴの罪つみを、小樽たちが清せい算さんする物語だった。文庫の序章と終章のタイトルは、聖書からのアレンジで付けているんですけれども、この星に降り立ったアダムとイヴの原げん罪ざいを清算するのに３００年もかかってしまった。人間のエゴとエゴがぶつかりあった時に、どんなことが起こって、それを解消するために３００年という月日が必要だったのかと考えると、大変な物語だったんだね。




こんなに最初から最後まで悩んだ作品は珍しい




──連載中、アニメの方は２回の最終回を迎えることになりましたが、そこから触しよく発はつされたことはありますか？

あかほり　凄すごくありますねー。下しも田だ（正まさ美み）監督とか関せき島しま（真ま頼より）さんとか、こういった才能ある人たちがやることっていうのは、同じキャラクター、同じコンセプト、同じストーリーを使ってもこんなに違うのかと思って、まず感かん銘めいを受けました。ＴＶのラストは、非常に上う手まく作ってあって、「Ｊ」の時もこういうラストを持ってくるのかと思ってね。じゃあ、小説はこういうふうに持っていこうと。その後、「ＪtoＸ」の打ち合わせが始まって、作品の方向性とかラストが決まった時に、じゃあ、小説ではこっちでいいんじゃないかなと。最後に、アニメによってポンと背中を押おして貰もらえましたね。

　ＴＶでのヘスの扱いも、あれは当初、小説で考えてたことなんです。ヘスに関しては、実はファウストだったというほうに持っていくか、あるいは悪のファウストはファウストとして固定しておいたほうがいいのかというのでずっと悩んでいて。一時期浮うかんだアイデアが、ヘスは前の船で来たってことにしようかというもので。だけど、それはちょっと暗すぎるかなあと思っていた時に、「そのアイデア、ＴＶのほうで頂きます」ということで、ＴＶのヘスの扱あつかいが決まっていった。逆に小説のほうはあの通りの話になりました。

　ことぶき（つかさ）くんにも言われたんだけど「終わりになればなるほど、暗いですねえ」って（笑）。一〇巻以降、どんどん暗くなっちゃったから。九巻では思いっきりバカやっといたんだけど、それでも、あまり、軽めにならなかったね。

──たしかにラストはハードでしたよね。

あかほり　こうして考えるとファウストっていうのは──まあ、ヘスなんだけれど──本物のファウストは、自らの失しつ策さくをずうーっとなんとかしようと思っていたってことですね。そういう意味で、すごく良いヤツだった。逆に家安のほうは、いろいろやったけど、今回の事態を引き起こしてしまったっていう思いもある。彼が、最初にローレライはこの六人で管かん理りされるべきだと提てい唱しようした男だから。それが、悲ひ劇げきのひきがねになったわけだからね。家安は、もちろん、自分たちがこの世界で生きて行くためにはよかれと思って言ったことなんだけど、それが、ファウストの狂きよう気きを引き起こしてしまった。ローレライを他ほかの男のものにしたくないっていう思いが、彼女を殺してしまったんです。

──長い物語のなかで、当初の目もく論ろ見みとは違う動き方をしたキャラクターも多かったんじゃないかと思うんですが。

あかほり　二巻の段階で、一度大おおいなる方向転てん換かんをしてるので、連載当初から考えると随ずい分ぶん変わってるんですよ。路線自体が変わってる。最初はもっとエッチな感じで、いこうと思っていたんだけど、それだと読者のみんながひいちゃうっていう結果が出て。そこでティーゲルたち三人も小樽側において、もっとキャラ中心の話に寄せていったということがありましたねぇ。

──一一巻のあとがきでも、チェリーが「私はこんなキャラじゃなかったのにー」っていうのがあったので。

あかほり　一番かわいそうなのはルクスだよね。真ま面じ目めな女の子だったのにね。

──小樽も、他のあかほり作品の男性キャラとは随分違ってましたよね。

あかほり　真面目だよねー。もっと江戸っ子で、おっちょこちょいでっていうのをやりたかったんだけど、どんどん悩む少年になっちゃって。（エヴァンゲリオンの）シンジくんかコイツはと思っちゃったよね（笑）。まあ、それは置いといて、自分からはエッチなことも言わないし、純情な男の子だよね。ウブってやつ。作者とは正反対（笑）。

──私は作者の真の姿が投とう影えいされているのかも、と思ったんですけど（笑）。

あかほり　作者の理想だね。本当はこういう少年でありたかったっていう理想。まあ、こういうキャラもたまにはいいでしょ。お外げ道どうなキャラばっかじゃなくてさ。でも、本質的には真面目なんですよ、私の書くキャラは。実は不真面目なのは作者だけっていう……。

──こんなエピソードを入れたかったとか、「セイバーＪ」でまだやり残したことなどありますか？

あかほり　もっとジャポネスの日常を描きたかったなというのはありますね。ただそれは、もしかすると読んでもつまらない話ってことになっちゃうかもしれないんだけどね。

──ラストまで書き上げた感想はいかがですか？

あかほり　終わったーって感じです。ホッとした。これほど、アタマから終わりまで悩み続けた作品は珍めずらしいから。だいたいは、ラストを決めてそこに向かってだーっと書くほうなんですよ。プロットがきちんと決まっていないと書けないタイプなんです。

　それにしても、怠なまけ者ものなのに毎月よく連載できたなあ。約五年間のうち、休んだのは一回だけ。

──お疲れさまでした。では次回作のことも聞かせていただけますか。

あかほり　今度はね「ＲＡＮＴＯ★魔ま承しよう録ろく」っていう作品をやろうかと。一足先に「コミックドラゴン」で漫画（作画／奥おく田だひとし）連載が始まっているんですけど、これは一〇年くらい前から暖めていた企画なんですよ。少女遊たかなし乱らん人とっていう男の子が主役でね。「セイバー」みたいに一つの目的がある長い話ではなくて、一つ一つの事件を解決してゆくという。うちでは十と津つ川がわ警けい部ぶって呼ばれてます（笑）。

　今まで「セイバー」を応おう援えんしてくれてありがとう。「ＲＡＮＴＯ」も期待していてください。


（月刊ドラゴンマガジン一九九九年六月号掲載）









　解説～あるいはアニメの作り方





テレビシリーズ監督・下しも田だ正まさ美み






　浮うわ気き性しようで未完の作家と言われ続けたあかほりさとるの戯げ作さく「セイバーマリオネットＪ」堂々の完結である。

　この物語は、男性しか存在しない世界という衝しよう撃げき（笑撃？）的な舞台設定で幕を開ける。流れるリズムを持った文章、擬ぎ音おんの数々。そのインパクトはすでに完成されたフィルムのごとく、読む者の目から脳へとなだれ込み、映像を視聴したかのような読後感をあたえる。その快感は読者の方がよく御存じだろう。

　男だけの惑星テラツー。その一国ジャポネスに住む間ま宮みや小お樽たるは、三人の乙おと女めたちに出会う。それが全ての始まりだった。

　はたして作者は、一人もてもて君状態な小樽のハーレムストーリーを展開するのか？　否である。少女型アンドロイド＝マリオネットに心をもたらす（？）乙女回路！

　謎なぞの少女「ローレライ」……そして女性復活のための数々の試練。

　男だけの惑星。その荒すさみ切った世界は、ある意味現代のこの世界の映うつし鏡にも取れる。即ち、日々の生活に追われ、自分の嗜し好こうに執しゆう着ちやくし、他者との関わりを省みない。

　三人三様の個性溢あふれるマリオネットたちは、そんな世界で忘れ去られている「何か」を目覚めさせて行く……。

　とこう書くと実に道徳的な作品に聞こえるが、御存じの通り本編は実にサービス精神で満ち溢れている。説教臭くささは微み塵じんも感じさせない。まさにエンターテイメント。

　これは作家本人がそうなのだ。あかほりさとるはサービス第一の作家である。

　自分のことはさておいても、とにかく他人に気を使う。他者の喜びが自分の喜びなのだ。

「あかほり作品は嫌いだが『セイバーＪ』は好き」というファンの言葉を時とき折おり耳にする。

「キャラは軽いし、展開も漫画のようだから」と。

　だがそれを言うなら、「あまりにも重いテーマとシチュエーションを娯ご楽らくとしてシンプルに描いているため、読みとることが逆に難しい」と言うべきだ。

　表層的な華はなやかさ、ライムたちの活躍に目を奪うばわれていると作者の真意は見えてこない。決して悲観論者ではないあかほりさとるの描きたいものは、苦く悩のうを越えて生みだされる。それは何か？　……と、勝手に解かい釈しやくし、アニメ「セイバーＪシリーズ」は突っ走った。

　人工物『マリオネット』を『人間』にするか、しないか。

　いわゆる「ピノキオ」落ちにするか否かで、あかほり氏は相当悩まれたに違いない。

　アニメ制作現場でも議論百ひやく出しゆつした問題だ。原作が（その段階で）「結末を迎えて」いない以上、こちらで考えるしかない。だが原作を差し置いてアニメを完結させて良いものか？　一つだけ確実な事は、アニメ「セイバーＪ」は間違いなくあかほりさとるの原作である。（余談だが原作３巻の座談会Ⅲの、〝ティーゲル「母性的な愛」〟この一行で前作「Ｊ」のティーゲルのドラマは生まれたのだ）

　原作で描いていること、それに沿ってフィルムのキャラクターたちは動く。

　だがいつの頃からだろう、ストーリーと共存していたはずの彼ら、彼女らが制作側の意図とは別の方向に動きだしたのは。

　今、脚本にすれば確実に原作がつけるであろう結末と違うものになる。そう思った。

　だが生きているのだ。小樽やライムたちは一人一人が人格を、自分の考えを持ってしまった。

　その時ライムは思った、「人間になりたい」と……そして……。

　はたして結果はフィルムを見ていただくとして、考えてみて欲しい。

　人形（マリオネット）が心を持ち、人間になる。それだけが「ピノキオ」なのか？

　ピノキオはなぜ、心を所有できたのか？……なぜ、人間になろうと思ったのか？

　きっかけは偶ぐう然ぜんかもしれない。では、人間になりたいと考えた過程はどうだろう？

　いや、そもそもピノキオが自ら人間になりたいと考えたのか？

　ライムたちは自分で考え、自分で生きて、そして、人間になりたいと思ったのだ。

　が、それすらも表層的なことである。大切なのは小樽が、ライムやチェリー、ブラッドベリーが、それぞれ何を思い、何を考え、どう生きたのか？

　他者との関わりの中、悲ひ喜き交こも々ごもの人生を生きた彼らの物語。

　つまり「セイバーマリオネットＪ」の根こん幹かんに流れるテーマは「ピノキオ」と全然別物なのである。

　小樽は三体のマリオネット、ライム、チェリー、ブラッドベリーを手に入れた。

　だが彼女たちには心がある。心を持っている以上それは人間と変わらない。

　結論は出ていたのだ。ライムたちは人間だ。

　命を持っていない。それだけがライムと人間の違い。

　アニメのライムたちは死んだわけではない。

　機械の体はなくなってしまったが、心は残った。そして人間となった。

　親から子へ、心は受け継がれていく。それが（俗ぞくに言う）永遠の命であり、人間なのではないか？




　アニメが終了し、これでお預あずかりした子供たちをお返しできる、と思っていた。

　が、「ＪtoＸ」＃26のアフレコ終了後、それは不可能だと気づいた。

　小樽やライム、チェリー、ブラッドベリーは確実にそれぞれの意思を持ち、それぞれの道へと歩き出してしまっていたのである。

　ページを開けば、ビデオのスイッチを入れれば、いつでも元気な彼らに再会できます。

「セイバーマリオネットＪ」がいつまでも皆さんの心に残りますように……。




【追伸】あかほり様、完結おめでとうございます。そしてお疲れ様でした。

　しばしの休息を、と言いたいところですがノンストップ作家なあかほりさんには言っても無む駄だですね。これからもすべての人々にサービスし続けていってください。
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